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設立趣旨

ブリヂス トン美術館

 ブ リヂス トン美術館は,石 橋正二郎氏(1889-1976)が 多年にわたって蒐集愛蔵 した内外の美術品を,社

会公共のため,広 く一般の鑑賞に供 し,文 化向上の一端に貢献したい との趣旨に基づき,1952年(昭 和27)

1月8日,ブ リヂス トンビルディング建設の機会に同ビル内に開設されたものである。その後1956年(昭 和

31)4月 に設立された財団法人石橋財団がその経営を継承し,1961年(昭 和36)9月 には同財団が石橋氏か

ら所蔵美術品の寄贈を受けた。なお,1959年(昭 和34)5月 には面積が二倍に拡張されると共に,設 備に大

改良を加えた新装工事が完了した。

石橋美術館

 石橋美術館は,ブ リヂス トンタイヤ株式会社(現 株式会社ブリヂス トン)の 創業者 ・石橋正二郎氏が1956

年(昭 和31)4、 月26日,同 社の創立25周 年を記念して,社 会公共の福祉と文化向上のために,郷 土久留米市

に寄贈した石橋文化センターの中心施設である。1977年(昭 和52) ,石 橋正二郎氏の遺族の寄付により増改

築が行われ,同 年4月 以降,久 留米市の要請により,石 橋財団がその経営に当っている。

機構 ・運 営

石橋財団

理事長

理事

監事

評議員

(1986年3月31日 現在)

石橋幹一郎

鳩山威一郎,茅 誠司,盛 田昭夫,有 田一寿,氷 室憲吉,真 藤 恒,嘉 門安雄,谷 口鉄雄

亀徳正之,赤 司二郎,唐 澤高美

石橋幹一郎,龍 頭文吉郎,鵜 澤 晋,石 井公一 郎,茅 誠司,小 林行雄,郷 裕弘,河 北倫明,谷 信一,朝 吹

三吉,氷 室憲吉,石 橋 寛,真 藤 恒,高 碕芳郎,吉 久勝美,有 田一寿,橋 口 収,高 階秀爾,友 部 直,嘉 門

安雄,谷 口鉄雄,門 司 一二三

美術館運営委員会

委員長

委員

事務局

事務局長

石橋幹一郎

河北倫明,谷 信一,朝 吹三 吉,脇 田 和,高 階秀爾,友 部 直,石 橋 寛,嘉 門安雄,谷 口鉄雄

門司一二三 総務部長 朝比奈仙二

ブ リヂス トン美術館

参与

館長

久保貞次郎

嘉門安雄 事務部長 大崎新一 学芸課長 阿部信雄 主任学芸員 大森達次

石橋美術館

館長 谷 口鉄雄 事務課長 渡辺啓 一郎 学芸課長 田内正宏
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BRIEF HISTORY

BRIDGESTONE MUSEUM OF ART 
 On January 8, 1952, in celebration of the completion of the Bridgestone Building, Mr.  Shojiro 

Ishibashi (1889-1976), ever mindful of the promotion of cultural development in Japan, opened 
to the public an art gallery within the building, under the name of "Bridgestone Gallery." Mr. 
Ishibashi's personal collection formed the nucleus of the exhibits of paintings, sculptures and 
other objets d'art. In April 1956 the management of the Gallery was taken over by the Ishibashi 
Foundation, and in September 1961 Mr. Ishibashi donated numerous art works of his collection 
to the Foundation. In May 1959 the Gallery was considerably enlarged and entirely renovated, 
and in January 1968 the English name was changed from "Bridgestone Gallery" to "Bridgestone 
Museum of Art." 

ISHIBASHI MUSEUM OF ART 
 On April 26, 1956, in celebration of the 25th anniversary of the founding of Bridgestone 

Tire Co., Ltd. (present name : Bridgestone Corporation), Mr. Shojiro Ishibashi, the founder 
of the company, donated the Ishibashi Cultural Center to the city of Kurume, his native place, 
for the purpose of rendering services to the public and promoting cultural development. The 
Museum (originally called "Ishibashi Art Gallery") is the main institution of the Center. In 
1971 the English name was changed from "Ishibashi Art Gallery" to "Ishibashi Museum of Art." 
In 1977, thanks to a contribution of the bereaved family of Mr. Shojiro Ishibashi, the building 
of the Museum was reconstructed and extended, and in April of the same year the Ishibashi 
Foundation was entrusted with the management of the Museum by the city of Kurume.

ORGANIZATION & MANAGEMENT

Ishibashi Foundation (As of March 31, 1986)

President of the Board of Directors Kanichiro Ishibashi
Directors

Auditors 
Councillors

Iichiro Hatoyama 
Kenkichi Himuro 
Masayuki Kitoku 
Kanichiro Ishibashi 
Seiji Kaya 
Nobukazu Tani 
Hisashi Shinto 
Osamu Hashiguchi 
Tetsuo Taniguchi

Seiji Kaya 
Hisashi Shinto 

Jiro Akashi 
Bunkichiro Ryuto 
Yukio Kobayashi 
Sankichi Asabuki 
Yoshiro Takasaki 
Shuji Takashina 
Hifumi Monji

Akio Morita 

Yasuo Kamon 

Takami Karasawa 

Susumu Uzawa 

Yasuhiro Go 

Kenkichi Himuro 
Katsumi Yoshihisa 

Naoshi Tomobe

Kazuhisa Arita 

Tetsuo Taniguchi

Koichiro Ishii 

Michiaki Kawakita 
Hiroshi Ishibashi 

Kazuhisa Arita 

Yasuo Kamon

Executive Committee of the Museums

Chairman 
Members

Kanichiro Ishibashi 
Michiaki Kawakita 
Shuji Takashina 
Tetsuo Taniguchi

Nobukazu Tani 

Naoshi Tomobe

Sankichi Asabuki 

Hiroshi Ishibashi

Kazu Wakita 
Yasuo Kamon

Administration

Executive Secretary Hifumi Monji General Affairs Manager Senji Asahina

Bridgestone Museum of Art

Councillor 
Director

Sadajiro Kubo 
Yasuo Kamon

Administrator Shinichi Osaki Chief Curator Nobuo Abe Curator Tatsuji Ohmori

Ishibashi Museum of Art

Director Tetsuo Taniguchi

Administrator Keiichiro Watanabe Chief Curator Masahiro Tauchi
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主 な記 録 ブ リヂス トン美術館

《特別展示》

今 月の 名 作―― 個 人 コ レ ク シ ョンに よ る

東京 の個 人 コレクターの ご好 意に より,毎 月2点 ずつ所蔵 作品を拝借 し,第4室 にて展 示 した。

1985年4月23日 －5月30日

ギ ュス タ ー ヴ・モ ロー

《海 か らあが る ヴ ィー ナ ス》1886年/油 彩/56×46cm

ジ ョヴ ァ ンニ ・セ ガ ンテ ィー ニ

《虚 栄 》1897年/油 彩/79.5×126.5cm

1985年6月1日-6月30日

カ ミー ユ ・ピサ ロ

《木 を 折 る女 》1890年/油 彩/126×125cm

エ ドガ ー ・ドガ

《挨 拶 す る踊 り子 》1880年/テ ンペ ラ ・パ ス テ ル/61×43cm

1985年7月2日 －7月30日

ジ ェ ー ム ズ ・ア ン ソー ル

《仮 面 の中 の 自画 像 》1899年/油 彩/120×80cm

ジ ェ ー ム ズ ・ア ンソ ー ル

《牡 蠣 を 食 べ る女 》1908年/油 彩/145×110cm

1985年8月1日-8月29目

ジ ョア ン ・ミ ロ

《農 家 の娘(マ リア ・シ ル ア ナ)》1916年/油 彩/79×63・5cm

マ ル ク ・シ ャ ガ ー ル

《通 りの 中 の花 た ち》1935年/油 彩/90×117cm

会場

ギ ュ ス タ ー ヴ ・モ ロ ー 《海 か らあ が る ヴ ィー ナス 》
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ジ ョヴ ァ ン ニ ・セ ガ ンテ ィー ニ 《虚 栄 》 ジ ェームズ・ア ンソール 《仮面 の中の自画像》

カ ミーユ・ピサ ロ 《木を折 る女》

ジ ェームズ・アンソール 《牡蠣 を食べ る女》
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《土曜講座》

通算回数

1384

1385

1386

1387

1388

1389

1390

1985年

月 日

4月6日

4月13日

4月20日

4月27日

5月11日

5月18日

5月25日

講座題目

《第12回 ギ リシ ャの文化 と美術-世 界の美術館2》

講師

在日ギリシャ大使挨拶

ギリシャと私                     三浦一郎氏

映画 「神々も戯れる町-ナ フプリオン」

ヴァチカン美術館――ラオコーンの群像を中心に     森田義之氏

ローマ国立博物館――ヴィーナスの誕生         小川 照氏

ペルガモン美術館――ゼウス大祭壇の彫刻        関 隆志氏

ナポリ国立考古博物館――ポンペイの出土品から     青柳正規氏

アレクサンドリアのグレコ・ローマン美術館

――ヘレニズム美術の精華               友部 直氏

日本の美術館――ギリシャ陶器を中心に         水田 徹氏

《世紀末か ら現代ヘ-ア ー ト・ギ ャラ リー 〔現代世 界の美 術〕刊 行記念》

1391

1392

1393

1394

1395

1396

1397

6月8日

6月15日

6月22日

6月29日

7月6日

7月13日

7月20日

クリムト――ベートーヴェン・フリーズを中心として   中山公男氏

ムンク――生命のダンスをめぐって        　　 長谷川三郎氏

ダリ――シュルレアリスムの奇才　         　　　　岡田隆彦氏

クレー――自然との対話                千足伸行氏

ピカソ――身辺を描き続けた革命画家          神吉敬三氏

ポロック――アメリカーナの神話            東野芳明氏

シャガール――愛と夢と…              黒江光彦氏

《1400回記念講演 会》

1398

1399

1400

7月27日

8月3日

8月10日

制作の中から                     佐藤忠良氏

制作の中から                     岡本太郎氏

制作の中から　  　                　  平山郁夫氏

《ジャポネズ リー研究学 会連続 講演会-東 と西の出会い-美 術 と建築》

1401

1402

1403

9月7日

9月14日

9月21日

ロダンと日本   　            　      瀬木慎一氏

パリとブリュッセル  世紀末建築とジャポニスム    三宅理一氏

ジャポニスムの今日的意義  明治初年フランス人

の日本美術観をめぐって               大島清次氏

6 主な記録(ブリヂストン美術館)



通算回数

1404

1405

1406

1407

1408

1409

1410

1411

月 目

10月12日

10月19日

10月26日

11月2日

11月9日

11月16日

11月23日

11月30日

講座題目

《地中海学会連続講演会―美術と音楽Ⅱ》

講師

「田園 の奏楽」への道―― 絵画 ・音楽 ・自然        樺 山紘一氏

楽器に見 る天国 と地獄―― ボスの 「快 楽の園」 を中心 に  神吉敬三氏

ギ リシャの壼絵 と音楽       　          片 山千佳子氏

祝祭 の演 出家 としての画家                若桑み ど り氏

祝祭 の中 の音楽―― ル ネサ ンスの場合          岸本宏子氏

神 なき世 の芸術―― ロマン主義 とビーダーマイヤーの間  喜多尾道冬氏

サ ロメか らキ リス トへ―― 「画家マチス」をめ ぐって　　 河村錠一郎氏

ワグネ リスムと絵画の問題―― ボ ー ドレールを

媒介 にして　　                    饗庭孝男氏

《キ リス ト教世界 と美術I》

1412

1413

1414

1415

1416

1417

1986年

12月7日

12月14日

12月21日

1月11日

1月18日

1月25日

美術か らみた イエスの生涯         　     松本富士男氏

近代絵画 の中の聖書I―― ラファエル前派を中心に    阿部信雄

近代絵画の中の聖書Ⅱ―― ドラクロワか らルオーまで   島 田紀夫氏

絵 画にみ る聖書理解―― 忘れ られた画家

コンラー ト・ヴ ィッツ                 海津忠雄氏

旧約 の預 言者像―― システ ィーナ礼拝堂の

ミケラ ンジェ ロ                   若桑み ど り氏
   ま ち

聖母の都市シエナ  中世末の都市国家と美術      石鍋真澄氏

《都市 と美術》

1418

1419

1420

1421

1422

1423

1424

1425

2月8日

2月15日

2月22日

3月1日

3月8日

3月15日

3月22日

3月29日

北方 の栄光―― ヘ ン トとファン・アイ ク兄弟       嘉 門安雄

パ リの印象派 そ して/あ るいは 印象派のパ リ      島 田紀夫氏

バ ルセ ローナ―― ガウデ ィ,ピカソ,ミ ロ...       中山公男氏

アン トワープ―― ブ リュー ゲルの世紀          森 洋子氏

初期 キ リス ト教美術の町 ラヴェンナ―― その建 築 と

モザイ ク      　           　  　　　 松島道也氏

庭園の ローマ――16世 紀の ヴィラの庭          横 山 正氏

ポンペイ―― 美術館 としての都市          　　 青柳正規氏

フェルメールの街 デル フ 卜――静謐 と秩序      　　　　高橋達史氏

主な記録(ブリヂストン美術館) 7



《博物館学実習生の受入れ》

学芸員資格取得 のための博物館学実習生を次の よ うに受入れた。

期 間:1985年7月16日 より9月15日(た だ し,休 館 日,8月13日 －8月19日 は除 く)

1986年2月11日 より2月23日(た だ し,休 館 日は除 く)

人数:12校93名

実習 内容

10:30-12:30　　　　 13:30-15:00　　　　 15:20－17:00

第1日(火)
ブ リヂス トン美術館 の

概要
美術館内見学 美術館活動の実際

第2日(水) 保存と展示 作品の現状調査 実習 ノー ト整理

第3目(木) 図書資料の整理について 図書資料の整理(作業) 作品台帳について
作品写真の管理

第4日(金)
他館自由見学(都 内)
(交通費,入 場料等自己負担) 他館 との比較 レポー ト作成,及 び実習 ノー ト整理

第5日(土)
普及 ・教育活動について

(VTR視 聴)
土曜講座聴講,あ るいは作品解説作成

第6日(日) (14:00よ り)
ま とめ,実 習 ノー ト整理

なお,研 修生 としてそ ご う美術館学芸 員2名 を1985年6月26日 よ り7月20日 まで受入 れた。

《1985年 度新収 図書》

購 入 寄 贈 計

和書 30冊 59冊 89冊

洋書 108冊 17冊 125冊

計 138冊 76冊 214冊

(*展 覧会 図録 ・逐 次刊行物 は含 まない)
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主 な記録 石橋美術館

《特別展》

生誕 百年記 念

松 田諦 晶 展

1985年10月19日(土)-11月24日(日)(月 曜休館/33日 間)

主催:石 橋財 団石橋美術館/久 留米市/西 日本新 聞社

出品内容:油 彩115点,水 彩2点,色 鉛筆等4点 計121点

入場者総数:8,351人

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

雪 景(篠 山城 跡 よ り見 た る) 色 鉛 筆,紙/25.0×35．2cm/1907年

虹 の松 原 に て(唐 津) 色 鉛 筆,紙/21.0×31.5cm/1907年

井 戸 端 静 物(徳 利 大 根 根 蕪) 油 彩,板/32.0×22.9cm/1910年

晩 春 の陽(眼 鏡 橋) 油 彩,画 布/44.2×32．2cm/1910年

壱 岐 の赤 瀬 油 彩,画 布/70.5×115.0cm/1910年

海 景 油 彩,画 布/39.6×51.0cm/1910年 頃

芍 薬 畑(篠 山 神 社) 油 彩,画 布/33.3×45．7cm/1911年

春 野 の 二 少 年(佐 野 敏 一 古 賀 亀 雄)油 彩,板/23.6×33.0cm/1911年

白衣 の 少 年(弟 茂 介)油 彩,板/32．6×22.8cm/1911年

櫨 と粟 殻 積 油 彩,板/23.0×33.0cm/1912年

櫨畑 油 彩,画 布/60.8×94.0cm/1913年

晩 春 の 村(渕 ノ上 風 景) 油 彩,画 布/84.2×71．2cm/1913年

麦 播 く頃(櫨 と耕 作 人) 油 彩,画 布/72.8×91.0cm/1913年

刈 跡(東 京 大 塚 に て) 油 彩,画 布/51.8×71.0cm/1914年

櫨 紅 葉(乙 羽 護 国 寺) 油 彩,画 布/72.8×91.0cm/1914年

水 車 小 屋(嬉 野) 油 彩,画 布/49.0×66.0cm/1915年

自画 像 油 彩,板/31.3×23.2㎝/1915年

尾 花 油 彩,板/23．2×33．0cm/1916年

げ ん げ 畑 の 農 夫 油 彩,画 布(板 に貼 付)/23.5×32.5cm/1917年

冬 風 景(櫨 と麦 畑) 油 彩,画 布/48．5×63．3cm/1919年

子 牛 の 群 油 彩,画 布/53．2×73.0cm/1919年

赤 牛 の 首(前 向) 油 彩,板/33.0×23．3cm/1919年

自画像(ラ ッ コ帽 の) 油 彩,画 布/45.2×37．9cm/1919年

芥子 の 花(国 分 に て) 油彩,画 布/51.0×67．2cm/1920年

夏 の庭 園 油 彩,画 布/60．6×72.8cm/1920年

樹 蔭 水 泳 油 彩,画 布/60.6×72.5cm/1920年

大根 干 あ る櫨 紅 葉 油 彩,画 布/60.5×72.3cm/1920年

長 谷 山水 油 彩,画 布/37．8×45.5cm/1921年

落 陽 油 彩,キ ャ ンヴ ァ ス ボ ー ド/23.6×32.8㎝/1921年

酒 盛 油 彩,画 布(ボ ー ドに 貼 付)/26.3×31.9cm/1922年

鐘 ケ岬 風 景 油 彩,画 布/50.0×60.3cm/1922年

鐘 ケ岬 風 景(藁 家 と松) 油 彩,画 布/50.2×61.0㎝/1922年

コ ンポ ジ シ ョン 油 彩
,画 布/61.0×71.2cm/1922年

竹 藪 を 貫 通 せ る新 道 油 彩,画 布/33.0×45.5cm/1923年

奈 多 風 景 油 彩,画 布/45．4×53.0cm/1923年

自画 像(白 衣 の) 油 彩,板/32.0×22.5cm/1924年

地 形 搗 き 油 彩,画 布/53．0×45．5cm/1925年

髪 を 洗 う女 油 彩,画 布/73.0×61.0cm/1925年

初 冬 風 景(椋 森 と大 根 畑 農 夫) 油 彩,画 布/60.4×72.4cm/1925年

夏 雲(筑 後 川 宮 の 陣 橋 下 流) 水 彩,紙/25．9×33.2cm/1926年

高 良 川 の 一 眼 鏡 橋 油 彩,画 布/45．5×53,4cm/1926年
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42.

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

58.

59.

60.

61.

62.

63.

64.

65.

66.

67.

68.

69.

70.

71.

72.

73.

74.

75.

76.

77.

78.

79.

80.

81.

82.

83.

84.

85.

86.

87.

88.

89.

90.

馬 を 洗 う 油 彩,画 布/54.2×80.0cm/1927-51年

水 浴(母 と子) ク レ ヨ ン,色 鉛 筆,紙/25.0×34.0cm/1928年 頃

野 菜 果 物 油 彩,画 布/60.5×72.7cm/1928年

静 物(海 蟹 と シャ コ等)油 彩,キ ャ ンヴ ァス ボ ー ド/23.6×32.4cm/1928年

草 花 油彩,画 布/53.0×72.5cm/1929年

小 菊 静 物 油 彩,画 布/45.3×52.9cm/1929年

自 画像 油 彩,板/32.5×23.8cm/1929年

篠 山城 趾 の桜 油 彩,画 布/37.2×45.4cm/1930年

桜 の あ る 風 景 油 彩,画 布/40.5×52.2cm/1930年 頃

緑 蔭 高 良 川 女 人 群 油 彩,画 布/73．0×90.5cm/1930年

七 夕 髪 洗 う女 油 彩,画 布/45.6×53.0cm/1931年

吉 村 大 蔵 肖像 油 第,画 布/60.0×45.4cm/1931年

吉 村 ヌイ 肖像 油 彩,画 布/60.0×45.1cm/1931年

吉 村 理 一 郎 肖像 油 彩,画 布/60.0×45.4cm/1931年

松 尾 庄 之 助 肖像 油 彩,画 布/91.0×65.2cm/1932年

緑 蔭 休 息 油 彩,画 布/53.2×71.4cm/1933年

緑 蔭 娘 二 人 油 彩,画 布/73.0×90.8cm/1933年

樹 蔭 納 涼 油 彩,画 布/61.0×72.8cm/1933年

今 宿 海 岸 暮 色 油 彩,画 布/37.8×45.5cm/1934年

耕 す(東 櫛 原)油 彩,キ ャ ン ヴ ァ ス ボー ド/31.0×39.6cm/1934年

吉 村 アイ 肖像 油 彩,画 布/60.4×45.2cm/1934年

柿 油 彩,画 布/38.2×45.5cm/1935年

少 年 水 泳 油 彩,キ ャ ンヴ ァ ス ボ ー ド/31.8×40.6㎝/1935年

高 良 川 風 景(櫨 新 緑)油 彩,キ ャ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/32.0×40.6cm/1935年

裸 婦(緑 蔭 横 臥) 油 彩,画 布/33.5×45,0cm/1935年

裸 婦(横 た わ る)油 彩,キ ャ ンヴ ァ ス ボ ー ド/31.5×44.2cm/1935年

洗 濯 女 油 彩,キ ャ ンヴ ァス ボ ー ド/24.0×32.6cm/1935年

橋 詰 又 三 郎 肖像 油 彩,画 布/60.0×45.0cm/1936年

橋 詰 トモ エ 肖像 油 彩,画 布/60.0×44.8cm/1936年

銃 後 油 彩,画 布/90.6×116.0cm/1937年

洗 濯 婦 油 彩,画 布/72.5×91.0cm/1940年

野 の午 餐 油 彩,キ ャ ンヴ ァス ボ ー ド/31.8×40.6cm/1940年

野 の午 餐 油彩,画 布/61.0×73.0cm/1940年

慈 恩 の滝 油 彩,画 布/48.4×54.2㎝/1942年

収 穫 油 彩,画 布/60.5×72.5㎝/1942年

伯 耆 大 山 油 彩,画 布/38.0×45.5cm/1943年

伯 耆 大 山 油 彩,画 布/41.2×53.2cm/1943年

鶴 子 肖像 鉛 筆,画 布/60.4×50.0cm/1947年

玉 葱 油 彩,キ ャ ンヴ ァス ボ ー ド/31.5×40.8cm/1948年

静 物(南 瓜 華 果.玉 葱) 油 彩,画 布/34.2×53.4cm/1948年

皿 の トマ ト 油 彩,画 布/37.8×45.5㎝/1948年

柘 榴 静 物 油 彩,画 布/27.2×41.1cm/1948年

収 穫(穂 屑 を篩 う)油 彩,画 布/60.5×49.5㎝/1948-49年

山羊 油 彩,ベ ニ ヤ板/72.4×90.2cm/1949年

山羊 油 彩,画 布/65.0×80.5㎝/1949年

静 物 栄 螺 油 彩,ダ ンボ ー ル/27.6×35.2cm/1949年

櫨 紅 葉 油 彩,画 布/46.0×53.2cm/1949年

高 良 山暮 色 油 彩,画 布/37.6×45.5cm/1949年

冬 の晨(野 中町)油 彩,キ ャ ンヴ ァ ス ボ ー ド/37.7×45.4㎝/1949年
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91.

92.

93.

94.

95.

96.

97.

98.

99.

100.

101.

102.

103.

104.

105.

106.

107.

108.

109.

110.

111.

112.

113.

114.

115.

116.

117.

118.

119.

120.

121.

桃 油 彩,キ ャ ン ヴ ァ スボ ー ド/32.0×32.0㎝/1950年

秋 風 景(野 中 町)油 彩,キ ャ ン ヴ ァス ボ ー ド/41.0×32.0cm/1950年

吉 村 貞 隆 肖像 油 彩,画 布/53.0×45.8cm/1950年

急 須 油 彩,画 布/32.5×32.6cm/1951年

古 時 計 油 彩,キ ャ ン ヴ ァ スボ ー ド/33.0×33.0cm/1951年

八 重 椿 油 彩,画 布/38.0×45.3㎝/1951年

花 の トンネ ル 油 彩,画 布/45.5×53.0cm/1951年

緑 蔭(朝 妻 の 洗 濯 婦 群)油 彩,画 布/52.5×45.2cm/1951年

緑 蔭 鞦 韆 遊 び 油 彩,画 布/45.4×52.6cm/1951年

水 天 宮 神苑 油 彩,画 布/45.0×52.0㎝/1951年

収 穫 油 彩,画 布/60.4×72.2㎝/1951年

放 水 路 冬 景 色 水 彩,紙/31.0×47.3cm/1951年

自画 像 油彩,画 布/42.6×30.6cm/1953年

李 花 風 景(御 井 町) 油 彩,画 布/53.2×72.6cm/1953年

向 日葵 油 彩,画 布/65.2×53.0cm/1953年

枯 れ た る向 日葵 油 彩,画 布/52.5×41.0cm/1953年

初冬 風 景(藤 山) 油 彩,画 布/33.8×45.5cm/1953年

枯 尾 花 油 彩,キ ャ ンヴ ァ ス ボ ー ド/37.4×44.6㎝/1953年

櫨 紅 葉(藤 山) 油 彩,画 布(ボ ー ドに貼 付)/33.2×53.0cm/1953年

櫨 紅 葉 油 彩,画 布/40.8×53.0cm/1953年

桜 風景(渕 ノ上)油 彩,キ ャ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/24.5×33.0cm/1955年

山桜(荒 木 納 骨 堂 前)油 彩,画 布/45.6×65.2㎝/1956年

静 物(花 蓮 上 の トマ ト) 油 彩,画 布/31.0×39.Ocm/1956年

菊 油 彩,画 布/53.0×72.5cm/1956年

菊 油 彩,画 布/53.0×65.2cm/1956年

静 物(薔 薇)油 彩,画 布/37.8×45.5㎝/1957年

梅 林 寺 開 山堂 油 彩,キ ャ ンヴ ァ ス ボ ー ド/23.8×32.6㎝/1958年

梅 林 寺 外 苑 油 彩,キ ャ ンヴ ァ ス ボ ー ド/24.0×33.4cm/1958年

篠 山城 跡(西 南 よ り見 た る) 油 彩,画 布/33.5×53.2cm/1958年

錫 銚 子 と柘 榴 油 彩,画 布/23.4×32.6cm/1959年

田植 え時 油 彩,画 布/130.5×162.7cm/1960年
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47

38

60 86

95 115
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《特別展示》

青 木 繁 ・デ ッサ ン(写 生 帖)

1985年4月27日(土)－5月26日(日)

(月曜休館/28日 間/石 橋美術館常設展に併設)

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12-1.

12-2.

12-3.

13-1.

13-2.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

汗 の 妙 義 山 ス ケ ッチ 行 鉛 筆,淡 彩,紙/14.5×19.0×2枚/1902年

麓 よ り妙 義 山を 望 む 鉛 筆,紙/14.5×19.0×2枚/1902年

男 の 顔 戯 画 鉛 筆,淡 彩,紙/14.6×19.0cm/1902年

中 小 坂 村 鉛 筆,紙/14.7×19.1×2枚/1902年

ス ケ ッチ す る男 鉛 筆,紙/15.4×23.9cm/1902年

越 後 獅 子 鉛 筆,淡 彩,紙/14.5×19.1cm/1902年

山 上 の ス ケ ッチ 鉛 筆,紙/19.1×14.5cm/1902年

妙 義 山 金 洞 第 一 石 門 鉛 筆,淡 彩,紙/19.1×14.6×2枚/1902年

馬 肉屋 鉛 筆,淡 彩,紙/14.5×19,1cm/1902年

信 州 甘菜 川 の ス ケ ッチ 鉛 筆,淡 彩,紙/19.2×14.4cm/1902年

籠 を せ お った 男 鉛 筆,紙/19.2×15.2cm/1902年

絵 か るた(小 野 小 町)水 彩,紙/8.7×6.0cm/1904年

絵 か る た(在 原 業 平)水 彩,紙/8.7×6.0cm/1904年

絵 か る た(紫 式 部)水 彩,紙/8.7×6.0cm/1904年

絵 か るた(文 字 の な い)水 彩,紙/8.7×6.0cm/1904年

絵 か る た(文 字 の な い)水 彩,紙/8.7×6.0cm/1904年

女(し お り)墨,イ ン ク,紙/8.8×6.0cm/1904年

男 の顔 鉛 筆,淡 彩,紙/7.5×5.7cm/1904年

自 画像 鉛 筆,紙/18.5×11.0cm/1904年

眼 コ ンテ,紙/18.5×11.0cm/1904年

帰 漁 を 待 つ母 子 鉛 筆,色 鉛 筆,紙/14.7×13.5cm/1904年

門 壁 の あ る風 景 鉛 筆,紙/14.5×23.0cm/1904年

門 壁 の図 案 鉛 筆,淡 彩,紙/14.5×23.0×2枚/1905-06年 頃

人 物 群 像 鉛 筆,墨,紙/15.0×22.2cm/1905-06年 頃

菊 籬 鉛 筆,淡 彩,紙/19.0×28.7cm/1909-10年 頃

風 景 鉛 筆,淡 彩,紙/19.2×28.8cm/1910年

山村 風 景 鉛 筆,淡 彩,紙/17.8×11.0cm/1910年

湯 祭 鉛 筆,淡 彩,紙/18.1×11.0cm/1910年

橋 の あ る風 景 鉛 筆,淡 彩,紙/18.0×11.1cm/1910年

山 あい の 風 景 鉛 筆,淡 彩,紙/17.9×11.1cm/1910年

明治 の 女 鉛 筆,淡 彩,紙/18.0×11.1cm/1910年

※寸法(タ テ ×ヨコcm)は 紙 の大 きさを測定 した ものである。
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《美術講座》

月 日

1985年

1986年

10月6日

10月19日

10月26日

11月2日

1月25日

3月30日

演 題

私 と現代美術(素 材 と表現)

松田諦晶の作品について

松田諦晶 と筑後画壇

松田諦晶に学ぶ こと

都 市空間 と彫刻

'86多 様 性の構 築 シンポジ ュウム

講 師

楠 本 正 明

桑 山 忠 明

橋 富 博 喜

古 川 智 次

藤 田 吉 香

増 田 洋

藤 井 雅 美

《1985年度新 収図書》

和書

洋書

計

購 入

63冊

8冊

71冊

寄 贈

274冊

0冊

274冊

計

337冊

8冊

345冊
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1985年 度 入場 者数

ブリヂストン美術館

月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

合計

開館
日数

25

27

26

26

27

25

27

26

22

22

24

26

303

有料
一 般

3,059

4,279

3,894

3,473

4,581

2,970

2,922

2,878

1,861

2,361

3,063

3,339

38,680

大・高生

585

1,324

836

1,073

1,574

751

674

710

462

527

704

869

10,089

中・小生

294

255

150

459

1,790

261

184

158

124

155

214

363

4,407

団体

295

668

579

590

329

617

652

631

176

453

384

311

5,685

合計

4,233

6,526

5,459

5,595

8,274

4,599

4,432

4,377

2,623

3,496

4,365

4,882

58,861

無料

99

112

123

95

139

51

103

74

43

59

52

77

1,027

総計

4,332

6,638

5,582

5,690

8,413

4,650

4,535

4,451

2,666

3,555

4,417

4,959

59,888

一 日平 均

173

246

215

219

312

186

168

191

121

162

184

191

198

石橋美術館

月
開館 有料
日数 一 般

大 ・高生 中・小生 団体 合計
無料 総計 一 日平均

4 26 1,884 132 213 689 2,918 78 2,996 115

5 28 3,034 210 298 2,701 6,243 344 6,587 235

6
.

26 1,629 84 73 1,410 3,196 111 3,307 127

7 26 1,226 85 182 476 1,969 102 2,071 80

8 27 2,269 258 460 386 3,373 72 3,445 128

9 27 2,339 144 206 1,423 4,112 129 4,241 157

10 23 2,134 79 199 4,700 7,112 594 7,706 335

11 24 2,219 60 132 2,635 5,046 882 5,928 247

12 23 736 112 35 575 1,458 59 1,517 66

1 23 989 60 57 445 1,551 76 1,627 71

2 24 1,694 101 125 539 2,459 118 2,577 107

3 26 1,661 155 187 864 2,867 144 3,011 116

合計 303 21,814 1,480 2,167 16,843 42,304 2,709 45,013 149

1985年度入場者数 17



新 収 蔵 作 品 New Acquisitions

ゴ ー ガ ン,ポ ー ル

GAUGUIN, Paul

1848-1903

馬 の頭 部 の あ る静 物

1886年 頃

油彩 ・画布,49×38㎝

右下 に署名:Paul Gauguin

Still Life with Horse's Head

c.1886

Oil on canvas,49×38cm

Signed lower right:Paul Gauguin

来 歴Prov.:Hjalmar Gabrielson;S. Lindquist;Private

collection, Paris;Private collection, Switzerland;C. Kaupa,

Karlsruhe;acquired by the Museum, March 1986

展覧会歴Exh.: Der Japonismus in der Malerei  und

Graphik des 19. Jahrhunderts, Haus am Waldsee, Berlin, 
1965, cat, no. 37 ; Neo-Impressionism, The Solomon R. 
Guggenheim Museum, New York, 1967, cat. no. 113 ; 
Mutual Influences between Western and Japanese Arts, 
The National Museum of Modern Art, Tokyo, 1968 ; 
Weltkulturen und moderne Kunst. Die Begegnung der 
europaischen Kunst und Musik im 19. and 20. Jahr-
hundert mit Asien, Afrika, Ozeanien, Afro- und Indo-
Amerika, Haus der Kunst, Munich, 1972, cat, no. 649 ; 
Post-Imprssionism: Cross-Currents in European Painting, 
Royal Academy of Arts, London, 1979-80, cat, no. 80

文 献Bibl.: Georges Wildenstein, Gauguin, I, catalogue,

cat.), Haus am  Waldsee, Berlin, 1965, pp. 30-31 ; William 
M. Kane, "Ganguin's Le Cheval Blanc : Sources and 
Syncretic Meanings," Burlington Magazine, July 1966, 

pp. 355-56, pl. 33 ; Jay Martin Kloner, The Inflnence of 
Japanese Prints on Edouard Manet and Paul Gauguin, 
Ph. D. dissertation, Columbia University, 1968, pp. 145-
46 ; Robert L. Herbert, Neo-Impressionism (exh. cat.), The 
Solomon R. Guggenheim Museum, New York, 1968, p. 154, 
no. 113 ; Alan Bowness, Gauguin, London, 1971, 1972 (2nd 
ed.), pp. 5-6, pl. 4 ; Frank Whitford, Japanese Prints 
and Western Painters, London, 1977, p. 172 ; Clive Bell, 
The French Impressionism, Oxford, 1951, 1978 (3rd ed.), 

pl. 25 ; Vojtech Jirat-Wasiutynski, Paul Gauguin in the 
Context of Symbolism, New York-London, 1978, pp. 41-
43, pl. 18 ; Post-Impressionism: Cross-Currents in Euro-

pean Painting (exh. cat.), Royal Academy of Arts, 
London, 1979, p. 72, no. 80 ; Klaus Berger, Japonismus in 
der westlichen Malerei 1860-1920, Munich, 1980, p. 151, 
pl. 104 ; G.M. Sugana, Tout l'oeuvre peint de Gauguin 

(Les Classiques de l'Art), French edition brought up to
date by Marie-Paule Durand, Paris, 1981, no. 480 ; 池上忠
治 他 『浮世絵 と西洋近代絵画』(週 刊朝 日百科世界 の美術14),朝

日新 聞社,1978,6:101頁

保 管:ブ リヂ ス トン美 術館

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

Paris, 1965, no.  183  ; Leopold Reidemeister, Der Japonismus 

in der Malerei und Graphik des 19. Jahrhunderts (exh.

サ カイ,カ スャ

SAKAI,Kasuya

1927-

作 品No.80

1962年

油 彩 ・コ ラ ー ジ ュ ・画 布,89×116cm

左下 に 署 名 と年 記:Sakai,62

Painting No.80(Pintura numero 80)

1962

Oil and collage on canvas,89×116cm

Signed and dated lower left:Sakai,62

来歴Prov.:ア ル ゼ ンチ ン共 和 国政 府 寄 贈(donated by the Ar-

gentine Government)
サ カイ ・カ ス ヤ《作 品No.80》

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)
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ポ ール ・ゴーガン《馬の頭部のある静物 》
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グロス,ゲ オルゲ

GR0SZ, George

1893-1959

プ ロ ム ナ-ド

1926年

油彩 ・画布,100×126cm

裏面に署名 および 〈1919〉 と 〈1926〉の年記

(これ は1919年 に グロスに よって描かれた縦長の作品 の上 に1926

年に新たに制作 され た横長 の作 品)

Promenade

1926

Oil on canvas,100×126cm

Signed and dated twice(1919 and 1926)on the reverse

(This is a painting done in 1926 over an earlier vertical

painting by George Grosz in 1919.)

来 歴Prov.:Galerie A1fred Flechtheim, Berlin;Erwin

Blumenfold, Amsterdam;Private collection, U.S.A.;Fuji

Television Gallery, Tokyo;acquired by the Museum,1985

展 覧 会 歴Exh.:George Grosz, Brussels,1932

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

《プロムナー ド》のX線 写真

ゲ オ ル ゲ ・グ ロ ス《プ ロ ム ナ ー ド》
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東谷武美

AZUMAYA, Takemi

1948-

日触M

1985年

リ トグ ラ フ,50.0×68.7cm

Solar Eclipse M

1985

Lithograph,50.0×68.7cm

来歴Prov.:作 者 寄 贈(donated by the Artist)

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

東谷武美《日蝕M》

若月公平

WAKATSUKI,Kohei

1956-

Removed～Ⅵ ～ △

1985年

エ ッチ ン グ ・ア クア テ ィン ト,55.0×83.0cm

Removed～Ⅵ ～ △

1985

Etching and acquatint,55.0×83.0cm

展 覧 会 歴Exh.:「 第17回 現 代 日本 美 術 展 」 東 京 都 美 術 館,京 都 市

美 術 館,1985,ブ リヂ ス トン美 術 館 賞 受 賞

保 管:ブ リヂ ス トン美 術 館

Managed by Bridgestone Museum of Art (Tokyo)

若 月公平 《Removed～Ⅵ ～△》
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古賀春江

K0GA,Harue

1895-1933

無 題

油 彩 ・画 布,72.5×72.5cm

Untitled

Oil on canvas,72.5×72.5cm

来 歴Prov.:福 岡,個 人(Private collection, Fukuoka)

展覧会歴Exh.:「 近代洋画 を築 いた50人 」福岡県文化会館,1973:

「古賀春江回顧展」福 岡県文化会館,1975, no.54； 「古賀春江展」

大牟 田,い づ み画廊, 1981, no.8

文献Bibl.:『 近代 の美術36古 賀春江』至文堂,1976,図 版4

保 管:石 橋 美 術館

Managed by Ishibashi Museum of Art (Kurume)
古賀春江《無題》

古賀春江

K0GA,Harue

1895-1933

資料(ス ケ ッチブ ック・下絵 ・ノー トなど)

Sketchbooks, sketches, notebooks, etc．

来 歴Prov.:東 京,高 松 家(Takamatsu, Tokyo)

ス ケ ッチ ブ ッ ク30冊

1.1912年9～10月

2.1912年11～12月

3.1913年4～5月

4.1913年6月

5.1913年8月

6.1913年8～10月

7．1913年11～12月?

8.1914年4～7月

9.1914年9～12月

10.1915年1～3月

11.1915年7～12月

12.1917年

13.1917年8月

14.1917年 頃

15.1918年 頃

16.1922年 頃

17.1922年7～8月

18.1922年8～11月

19.1923年 頃

20.1923年

21．1925年 頃

22.1925～26年

23.1927年

24.1928年 頃 ～1932年 頃

25.1931年 頃

26.1933年

そ の 他 年 代 未 詳 4冊

作 品 下 絵

1.無 題

鉛筆・紙24.0×33.3cm 1929年

2． 美 貌 な る虚 無

鉛筆 ・紙24・0×33.0cm 1930年

3.彎 曲 せ る眼 鏡

鉛筆 ・紙29.3×18.9cm 1930年

4.現 実 線 を 切 る主 智 的 表 情

鉛筆 ・紙25.0×34.2cm 1931年

5． 花 野 原

鉛筆・紙 24.0×33.0cm 1932年

6.音 の な い 昼 の 夢(月 夜 の 鳥)

鉛筆 ・紙33.0×24.0cm 1932年

7.音 の な い昼 の 夢

鉛筆 ・紙33.0×24.0cm 1932年
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8.散 歩

鉛筆 ・紙24.2×33.0㎝

9.そ こに 在 る

鉛筆 ・紙24.0×33.0cm1933年

10.深 海 の 情 景

鉛筆 ・紙24.0×33.0㎝1933年

11.楽 し き饗 宴

鉛筆・紙24.3×33.0㎝1933年

12.文 化 は 人 間 を 妨 害 す る

鉛筆・紙33.6×24.4㎝1933年

13． 文 化 は 人 間 を 妨 害 す る

鉛筆 ・紙33.6×24.4㎝1933年

他 多 数

表紙(挿絵)下絵など

1.、片 岡 鉄 兵 『女 性 讃 』表 紙

水彩・紙28.0×26.5㎝1930年

2.龍 胆 寺 雄 『放 浪 時 代 』表 紙

水彩・紙24．5×18.0㎝1930年

3.菊 池 寛 『有 憂 華 』箱 絵

鉛筆 ・墨・紙24.5×32．5cm1931年

4.菊 池 寛 『有 憂 華 』表 紙

鉛筆 ・紙29.0×22.0㎝1931年

5.竹 中久 七 『餘 技 』表 紙

鉛筆・紙24.0×33．0㎝1933年

6.檻(『 東 京 パ ック』表 紙)

水彩・紙30.0×22.8㎝1929年

7.『 詩 神 』表 紙 のた め の デ ザ イ ン

鉛筆 ・水彩 ・紙29.3×21.0㎝1930年 頃

8.『 旗 魚 』6～8号 表 紙

鉛筆・イ ンク・紙31.6×22.2cm1930年

9． デ ッサ ン

鉛筆・紙24.2×33.2㎝1931年 頃

10． ロボ ッ トも微 笑 む(『東 京 パ ッ ク』裏 表 紙)

鉛筆・紙33.5×24.4cm1931年

11.『 香 蘭』9巻7号 ～12号 表 紙

墨・水彩 ・紙32.5×24.1㎝1931年

12.冬(『 コ ドモ ノ クニ』挿絵)

鉛筆・紙24.3×33.0cm1931年

13.『 週 刊朝 日』表 紙 の た め の デ ザ イ ン

鉛筆・紙24.0×33.0㎝1933年 頃

14.春 の ドラ イ ヴ(『週 刊朝 日』表 紙)

鉛筆・紙38.5×26.3㎝1933年

15． 春 の ドラ イ ヴ(『週 刊朝 日』表 紙)

鉛筆・紙24.0×33.0㎝1933年

16.街 頭 の初 夏(『週 刊朝 日』表紙)

水彩・紙38.0×21．0㎝1933年

17． 模 写(『精 神 病 者 の絵 画』よ り)

鉛筆・紙24.3×33．6㎝

18.模 写(『精 神 病 者 の絵 画』よ り)

鉛筆・紙24.3×33.6㎝

他 多 数

ノー ト12冊

1.1917年 頃 講 義 ノ ー ト

2．1923年 頃

3.1923年

4.1923年 頃 ～1926年

5.1923年 ～1930年

6.1930年 ～1932年

7.1933年

8.夢 二 模 写

9． 住 所 録

そ の 他3冊

保 管:石 橋 美 術 館

Managed by Ishibashi Museum

of Art(Kurume)

松田諦晶(実)

MATSUDA,Teisho(Minoru)

1886-1961

伯 耆 大 山

1943年

油彩 ・画布41.0×53．0㎝

左下 に署名・年記:ま つだ.1943.

裏面 ラベルに題名 ・制作年な ど

Mt．Daisen

1943

Oil on canvas, 41.0×53.0cm

Signed and dated lower left,

entitled and dated on back seal
松田諦晶《伯耆大山》

来歴Prov.:松 田茂 介 氏 寄 贈(donated by M. Matsuda)

保 管:石 橋 美 術館

Managed by Ishibashi Museum of Art (Kurume)
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坂本繁二郎

SAKAM0T0, Hanjiro

1882-1969

日本 風 景 版 画 第 六 集 筑 紫 之 部

1918年

木 版 全5葉 お よび表 紙

表 紙

14.6×17.0cm(紙 面:34.6×28．0cm)

榎 寺 神 社

17.4×23．5cm(紙 面:18.6×26.6cm)

神 湊

17.0×23.5cm(紙 面:18.4×26.1cm)

水 縄 山

17.0×23.5cm(紙 面:18.3×26.2cm)

筑 後 川

16.9×23.2cm(紙 面:18.2×26.3cm)

火 の 海

17.0×23.4cm(紙 面:18.3×26.5cm)

坂本繁二郎《日本風景版画 第六集 筑紫之部》〈表紙〉

Japan Landscape, Tsukushi

1918

Woodcuts

Cover

14.6×17.0cm(sheet:34.6×28.0cm)

Enokidera Shrine

17.4×23.5cm(sheet:18.6×26.6cm)

Ko-no-minato

17.0×23.5cm(sheet:18.4×26.1cm)

Mt. Mino

17.0×23.5cm(sheet:18.3×26.2cm)

Chikugo River

16.9×23．2cm(sheet:18.2×26.3cm)

Sea of Fire(Shiranui)

17.0×23.4cm(sheet:18.3×26.5cm)

〈榎寺神社〉

来 歴Prov．:画 廊 さ か も と(GalerieSakamoto)

文献Bibl.:『 坂本繁二郎作品全集』朝 日新聞社,1970,図 版18-

22;『 坂本繁二郎全版画集』形 象社,1980;『 増補 ・坂本繁二郎作品

全集』朝 日新聞社,図 版142-146

保 管:石 橋 美 術 館

Managed by Ishibashi Museum of Art (Kurume)

〈神湊〉
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〈水縄山〉

〈筑後川〉

〈火の海〉

北川民次

KITAGAWA,Tamiji

1894-

瀬 戸 十 景

1937年(原 版制作,1961年 出版)

リノカ ッ ト 全10葉 および表紙

いずれ も右下に署名,左 下に番号:Tamiji,35/29

表 紙 工 場 の 一 角

11.2×11.2cm(紙 面:34.2×23.9cm)

窯 小 屋

13.4×18.0cm(紙 面:23.9×33.5cm)

土 掘 り場

15.9×12.7cm(紙 面:33.7×23．8cm)

煙 突 の あ る 風 景

19.6×13.0cm(紙 面:33.7×24.0㎝)

夜 の 工 場

12.5×19.4㎝(紙 面:24.0×33.5cm)

工 場 の な か

19.7×13.0cm(紙 面:33.8×23.9cm)

ろ く ろ を 廻 す 男

19.5×12.2㎝(紙 面:33.7×23.8cm)

山 の な か の 窯 場

11.8×16.0㎝(紙 面:23.9×34.0cm)

窯 入 れ

19.4×12.2cm(紙 面:33.9×23.9㎝)

窯 焼 き

13.3×19.5cm(紙 面:23.9×33.5㎝)

瀬 戸 市 街

19.5×12.3㎝(紙 面:33．8×23.8㎝)

Ten Scenes of Seto

1937(edition of 1961)

Lino-cuts

Cover:Factory Scene

11．2×11.2cm(sheet:34.2×23.9cm)

Hut with a Ki1n

13.4×18.0cm(sheet:23.9×33.5cm)

Clay Hi11

15.9×12.7cm(sheet:33.7×23.8cm)

S cene with Chimneys

19.6×13.0cm(sheet:33.7×24.0cm)

Night Scene of the Factory

12．5×19.4cm(sheet:24.0×33.5cm)

Inside the Factory

19.7×13.0cm(sheet:33.8×23.9cm)

Men turning the Potter's Wheels

19．5×12.2cm(sheet:33.7×23.8cm)

Ceramic Factory in the Mountain

11.8×16.0cm(sheet:23.9×34.0cm)

Setting

19.4×12.2cm(sheet:33.9×23．9cm)
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Firing

13.3×19.5cm(sheet:23．9×33 .5cm)

Seto Street

19．5×12.3cm(sheet:33.8×23．8cm)

保 管:石 橋 美 術 館

Managed by Ishibashi Museum of Art(Kurume)

北川民次《瀬戸十景》〈表紙〉 〈窯小屋〉

〈土掘 り場〉 〈煙突のある風景〉
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〈夜の工場〉

〈工場のなか〉 〈ろくろを廻す男〉

〈山のなかの窯場〉

〈窯焼き〉

〈窯入れ〉 〈瀬戸市街〉
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岸 田劉生《南 瓜を持てる女》1914年

油彩 ・麻布80.0×60.2cm

〔一般的所見〕

1.画 面寸法 につい て

現在は800㎜ ×575㎜ であるが,左 右が約14㎜ 前後,木 枠

に折 りこまれ ている。本来 は横 幅が3㎝ くらい大 きか っ

た はず である。 この縮少がいつ行 なわれ たか調査す る必

要があ る。(註 参照)

もし作者 の変更 であればそ のままにすべ きであるが,後

に縮少 したの であれば,本 来の大 きさに戻す必要が ある。

2.裏 面の文字について

裏打をす ると,裏 面の文字が見えな くな る。そ こで写真

記録を残す と共に,裏 打用の布は薄手の ものを用い る。

(不鮮 明にな るが裏書の判読がで きるよ うにす る。)

〔調査〕

修理作業に入 る前に,作 品の状態調査を して,作 品の現

状の把握 と記録を した。 ワニス・絵 具層 ・下地層 ・支持体 ・

木枠・額縁等の現状を詳細に調査 し,修 理計画及び 修 理

時の参 考に した。

写 真記録 は,モ ノクローム・カ ラー・赤外線 ・紫外 線螢光・

X線 撮影 を し,ま た修理前,修 理 中,修 理後 に撮影 した。

〔修復〕

1.洗 浄

修理前 に行 った画面 の耐溶剤性 テス トを もとに,石 油系,

アル コール系等各種 の有機溶剤 を単独又 は混合 して,絵

具層 に影響 を与 えないことを確か めた上,注 意深 く洗浄

した。

2.裏 打

(オラ ンダ法)附 着 した表裏 の塵埃を除去 した後,作 業 中

の画面保護 のため,ワ ニス塗布,薄 葉紙 による表打を し
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た。次に作品を新 しい麻 布地の上 に接着 し,画 布の補強

を行 った。

裏打用 の麻布 は,あ らか じめ糊分 を完全 に除 き,経 緯 糸

が 直交す る よう,強 固な仮枠 に伸張 してお く。

接着は蜜蝋を主体 とし,ダ ンマル樹脂 ・コロホニ ウム・そ

の他を添加 して固形度 ・粘着性 ・柔軟性を調整 して,こ れ

を加熱圧 して接着 した。裏打 の後,本 来 の画面 の大 きさ

に もどすため,新 し く作 った楔付の木枠に取 り付けた。

3.充 填整形

絵 具層 の欠損部分は,炭 酸 カル シウムと接着剤を混合,

練 り合 わせて充填 し,周 囲の筆触に合わせて凸凹を作 り

整形 した。充 填剤 は欠損部分のみに行い,原 画の部分に

出ない ように用 いた。今 回の充填剤は炭酸 カル シウム+

ニカ ワ水 を使用 した。 また木枠 お よび クサ ビを新調 した。

4.殺 菌

発生 した カ ビの防除 は殺菌剤 の含 浸に よって行 った。 こ

の作 品に対 してはアル コール とP.C.P.を 使用 した。

5.補 彩

絵貝層欠損部分 で充填剤充填箇所 は,原 画上 に出ない よ

う注意深 く補彩 し た。今 回使用 した絵具 は水彩絵具 ・溶

剤型 アク リル絵具 ・その他 であるが,将 来除去 の必 要 が

生 じた場合容易 に除去 できるものを用いた。

6.ワ ニス塗布

修理完了後,画 面保護のため ワニスを塗布 した。 ワニス

は ケ トン樹脂を使用 した。

(註)別 掲,中 田裕子「岸 田劉生 《南瓜を持て る女》とそ

の画面の縮少に関す る一考察」参照

(渡辺一 郎 ・創形美術学校修復研究所)

マルク・シ ャガール《ヴ ァンスの新月》1955-56年

グワ ッシュ・紙64.9×50.0cm

〔組成 につ いての所見〕

1.支 持体

乳 白色の厚手 の洋紙(0．35～0.4㎜)が 使用 され ている。

表面には細かな布 目状の凹凸が認め られ る。

作 品の天地左右は刃物に よって切断 され てい る。

2.絵 具層

グワッシュを使 って様 々な技法で描かれてい る。薄塗 り

の単一 層の部分はわずかで,絵 具層のほ とん どが塗 り重

ね られてい る。極端な厚塗 りが画面向か って左側の赤色,

お よび抱 合 ってい る人物の うち右側の顔の赤色に見 られ

る。 また,画 面中央やや左の花束の表現には,グ ワッシ

ュが まだ濡れてい る間に 目の粗い布を押付けて剥取 った

と思わ れる技 法が使われてい る。

30 修復記録

他に画面向か って右端のオ レンジ色の中には,に じみの

技 法が見 られ る。

〔損傷 ・劣化 の状態 〕

1.絵 具層 に生 じた亀裂 と浮上 り

最 も顕著 な変異 は,非 常 に厚 く塗 られ たグ ワッシュに生

じた亀裂 および浮上 りである。特 に赤色 に集 中して発生

していて,粉 状 の形状 を示す もの(人物 の顔面),お よび

深い大 きな亀裂(花 束 の一部)と に分類 され る。

2.支 持体 の紙に生 じた皺 と波打 ち

作品の固定の方法 とのかかわ りで発生 した支持体の紙 の

皺,波 打ちは,描 かれた時の緩かな脹 らみ とは異な り,

歪みのあ る紙の周縁部を固定 した まま長い年月を経 たこ

とに よるもの と思われ る。特に上下方向の波打ちが著 し

い。

3.支 持 体の酸性化に よる黄変

〔修復 処置 とその手 順〕

1.台 紙 と作品 とを分離 した。接着 テープの除去には石

油系溶剤 と水 とを使用 した。

2.絵 具層 の粉状 部分 と浮上 りとをポ リヴ ィニル ・アル

コールの2%水 溶液 で固着 した。

3.石 州和紙 を周縁部 に糊付 け した後,裏 面か ら僅かに

水分を吹付 け,仮 張 りにか けて支持体 の波打ちを除去 し

た。接着剤 には,生 麸糊 のT.B．Z．水溶液 とカルボキシ・

メチル・セル ローズを用 いた。

4.幅1㎜ の最 も大 き く開いた絵具層の亀裂部分 に,補

強のためオ リジナルの高 さよ りも低めに充填 した。

5.画 面の周縁部 と接着 テープ痕の残 った部分 に僅かに

パステル鉛筆で補彩 した。

6.PH7.5の 台紙に石州和紙の ヒンジで固定 した。 接

着剤は生麸糊を使用 した。

(山領 ま り+田 中千秋 ・山領絵 画修復工房)
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古賀春江資料紹介

デ ッ サ ン ・ス ケ ッ チ ブ ッ ク ・ノ ー ト

杉本秀子

古賀春江(1895-1933)の 新資料 については,こ れ まで

幾度か紹介され てはいる註 ものの,そ の全体が 明 らか に

された ことはなか った。 この新資料が石橋美術館 の所蔵

とな ったのを機 に,今 までの調査結果を発表 させ ていた

だ きたい と思 う。古賀 に関す る資料は,東 京国立近代美

術館が蔵す る画稿類や スケ ッチブ ックなどを も合せ ると,

大変 な数 にのぼ る。今 とな っては,彼 もまた恵 まれた画

家 の一人であ った と言 って よいであ ろ う。が,画 家に し

てみれば,作 品以外に これだけ多 くの ものが残 されてい

るのは心外の ことである か もしれない。 もともと発表す

るために描いた り綴 った りしたのではない ものを公表 さ

れ るのであ るか ら。 しか し,私 たちに とっては,画 家を

よ り理解す る一助 となる ことは間違 いない。

新資料 を紹介す るにあたって,形 状 に よって3つ に分

類 した。 半紙大の紙 に描 かれ た もの(こ れ をデ ッサ ン類

とした),ス ケ ッチブ ック,ノ ー トである。 その他若 干

の印刷物,水 彩 画,《梅》(1924年)の 版 画,書 簡,原 稿 な

ども含まれ るが これ らにつ いては割愛 した。

デ ッサ ンやスケ ッチブ ックの中には,現 在 図版 な どで

しか見 る ことのできない作 品,行 方不 明であった り焼失

して しまった作 品の下絵 もあって,そ れだけ でも興味深

くなが めるこ とが できよ う。 とともに,そ れ ら線に よる

描写 か らは彼 のな まの声が聞 こえてきはしないだ ろ うか。

彼の内にある漠 としたイ メージが次第 に形を得てい く過

程 を,そ れ らは露に してい るの ではないか。で き上が っ

た作 品が決 して易 々と成 った ものではない こと,混 沌 と

した ものの中か ら,お そ らく手 さ ぐりの状態で一本一本

線を重ねてい く うちに,少 しずつ形が見えて くる,そ の

よ うな創造の過 程をそれ らは教えて くれ る。最晩年 のデ

ッサ ンやスケ ッチブ ックに見 られ る線の乱れは,確 かに

病気の しわざかも しれ ないが,し か しそ うとだけは言い

きれない ものが ある。形 をつ くりあげる苦 しみは年 々強

まってい った とも想像 できるのである。 ノー トや スケ ッ

チ ブックにしばしば書 き込 まれ てい る題名 のメモは,み

ずか らの作 品(詩 と絵画)に 付すためにかな り真剣に考 え

られた痕跡を残すが,こ れ らもまた,漠 としたイ メージ

を言葉 で表わそ うとす る過程,い わば形を与え られ る以

前 の 状 態 を 伝 え て い る よ うに 思 えて な らな い 。

(註)新 資料 について紹介 されてい る文献には次の ものがあ る。

阿部良雄 「未発表 の古賀春江 ・青春のス ケッチブック」『藝

術新潮 』28巻6号(1977年6月)

中野嘉一 『古賀春江 芸術 と病理』<パ 卜グラフ ィ双書11>

(1977年11月 金剛出版)

徳 田良仁,島 田紀夫,阿 部信雄,中 田裕子「新 資料に よ

る古賀春江論」『日本病跡学雑 誌』18号(1979年11月)

徳 田良仁 「古賀春 江―― 夢 幻 と理 知の詩―― 」『創造 と苦

悩 の軌跡―― 東 と西 の世紀 末芸術』(1982年2月 金剛出

版)

Iデ ッサン類

枚数は全部で200枚 余にのぼ る。粗末な半紙 に鉛筆書

きが大半であ る。 うち,作 品の下絵，雑誌(書 物)の 装丁

な ど,現 時点で判 明してい るものを原則 として ここにあ

げた。 これ ら以外に も谷譲二『もだんでかめろん』表紙の

ためのデザイ ン,『新文藝時代』1冊 ～3冊(1932年1月

～3月)表 紙原画,『第18回 二 科展 目録』原画(1931年),

『文 藝 日記』,『女性 詩歌 』や『若草』な ど雑誌のためのデザ

イ ンその他があ るが,そ の一 つ一 つを記す ことは しなか

った。 また,複 数の同図柄 のデ ッサ ンを もつ もの もあ る。

その他不 明の ものの中に,小 説 な どの挿絵 と思 われ るも

のが多 く見 られ るが,古 賀 な らではの特徴 が発揮 され て

いないのは残念 である。佐 野年一 の回想文(「古賀春江君

の思 出」『筑後』5-6,1937年6月)の 中に,「何 うか して

商 品価値 のある新聞や雑誌 の挿絵 を描か うとして,報 知

新聞紙上に挿絵を描 いてみた事 もあるが,大 体失敗 に終

っ てゐる」とあ るが,こ れ に該当す るものも含 まれ てい

るか もしれ ない。

各 々の デッサ ンについて,題 名(正 確 には,完 成作 品

の題名,雑 誌名や書名がほ とん どであ る。 表紙 ・挿絵下

絵の うちNo.6,10,12,14,15,16は 掲載時に付け ら

れた題名をその まま用いた),材 質 ・寸法,制 作年の順に

記 してい る。寸法はいずれ も紙の大 きさを測定 した もの

であ り,画 面寸法を()で 示 した もの もあ る。補 足は※

で示 した。

作品下絵

1.無 題fig.1

鉛 筆 ・紙　 24.0×33.3cm(16．3×33.3cm)　 1929年

2.美 貌 な る虚 無fig．2

鉛 筆 ・紙　 24.0×33.0cm　 1930年

3・ 彎 曲 せ る眼 鏡

鉛 筆 ・紙　 29.3×18.9cm　 1930年
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4.現 実 線 を 切 る主 智 的 表 情fig.3

鉛 筆 ・紙25.0×34.2cm1931年

※裏面 も

5.花 野 原fig.4

鉛 筆 ・紙24.0×33.0cm1932年

6.音 の な い 昼 の 夢

鉛 筆 ・紙33.0×24.0cm(26.2×20.3cm)1932年

※「月夜 の鳥」の記入あ り

7.音 の な い昼 の 夢fig.5

鉛 筆 ・紙33.0×24.0cm(26.7×20．7cm)1932年

8.散 歩

鉛 筆 ・紙24.2×33.0cm(20．3×27.0cm)

9.そ こに在 るfig.6

鉛 筆 ・紙24.0×33.0cm(20.0×28.0cm)1933年

10.深 海 の情 景fig.7

鉛 筆 ・紙24.0×33.0cm1933年

11.楽 し き饗 宴

鉛 筆 ・紙24.3×33.0cm(17.7×24.7cm)1933年

12． 文 化 は人 間 を妨 害 す るfig.8

鉛 筆 ・紙33.6×24.4cm1933年

13.文 化 は人 間 を妨 害 す る

鉛 筆 ・紙33.6×24.4cm1933年

表紙(挿絵)下絵など

1.片 岡 鉄 兵 『女 性 讃 』表 紙fig.9

水 彩 ・紙28.0×26.5cm(19.5×16.5cm)1930年

※1930年5月 新潮社刊

2.龍 胆 寺 雄 『放 浪 時 代 』表 紙

水 彩 ・紙24.5×18.0cm(18.3×12.2cm)1930年

※1930年7月 改造社刊

3.菊 池 寛 『有 憂 華 』箱 絵

鉛 筆 ・墨 ・紙24.5×32．5cm(20.0×14.5cm)1931年

※1931年4月 新潮社刊

4.菊 池 寛 『有 憂 華 』表 紙

鉛 筆 ・紙29.0×22.0cm(20.0×12.8Cm)1931年

5.竹 中 久 七 『餘 技 』表 紙

鉛 筆 ・紙24.0×33.Ocm1933年

※1933年6月 詩之家刊

6.檻(『 東 京 パ ック』表 紙)

水 彩 ・紙30.0×22．8cm(21.5×19.2cm)1929年

※『東京 パ ック』18-11(1929年11月)

7.『 詩 神 』表 紙 のた め の デ ザ イ ン

鉛 筆 ・水 彩 ・紙29.3×21.0cm1930年 頃

8.『 旗 魚 』表 紙fig.10
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鉛 筆 ・イ ン ク ・紙31.6×22.2cm1930年

※『旗魚』6号 ～8号(1930年5月,6月,12月)

9.デ ッサ ン

鉛 筆 ・紙24.2×33.2cm1931年 頃

10． ロボ ッ トも微 笑 む(『東 京 パ ッ ク』裏 表 紙)fig.11

鉛 筆 ・紙33.5×24.4cm(21.3×19.0cm)1931年

※『東京パ ック』20-6(1931年6月)

11.『 春 蘭 』表 紙

墨 ・水 彩 ・紙32．5×24.1cm(22.4×15.2cm)1931年

※『春蘭』9-7～9-12(1932年7月 ～12月)

12.冬(『 コ ドモ ノ ク ニ』挿絵)fig.12

鉛 筆 ・紙24.3×33.0cm1931年

※『コ ドモ ノクニ』11-1(1932年1月)

13.『 週 刊 朝 日』表 紙 の た め の デ ザ イ ン

鉛 筆 ・紙24.0×33.0cm(27.0×20.0cm)1933年 頃

14.春 の ドライ ヴ(『週 刊 朝 日』表紙)

鉛 筆 ・紙38.5×26.3cm(28.7×21.8cm)1933年

※『週 刊朝 日』23-5(1933年1月20日)

画面枠外 に以下 の記入が ある。雑誌社か らの註文か。

「一．顔 を出来るだけ美人に して戴き度 さ こと。／一.

窓か ら見 える景色 を華やかに して戴 き度 さこと。／一.

全体の調子を明 る く願ひ度 きこと。/古 賀春江氏」

15.春 の ドラ イ ヴ(『週 刊朝 日』表 紙)fig.13

鉛 筆 ・紙24.0×33.0cm(27．0×20.0cm)1933年

16.街 頭 の初 夏(『週 刊朝 日』表 紙)

水 彩 ・紙38.0×21.0cm(26.7×20.2cm)1933年

※『週 刊朝 日』23-26(1933年6月1日)

17.模 写(『精 神 病 者 の絵 画』よ り)fig.14

鉛 筆 ・紙24.3×33．6cm(11．0×18.0cm)

※H.Prinzhorn, Bildnerei der Geisteskranken

(Berlin 1922)

18.模 写(『精 神 病 者 の絵 画 』よ り)

鉛 筆 ・紙24.3×33.6cm

Ⅱ　ス ケ ッチ ブ ッ ク

「大正元年九月十三 日夜」の年記 のあるものか ら死の直

前 のものまで全30冊 。大正元年(1912)9月 と言えば,古

賀が周 囲の反対 を押 し切 って上京後,間 もない頃 であ る。

東京国立近代美術館所蔵 の5冊(①1915年4月 ～6月,

②1925年 ～1927年,③1927年,④1930年,⑤1927年 ～

1932年)を 加 える と,彼 の作 画期全体 をほぼ被 い尽 くす

ことに なる。

各 スケ ッチブ ックにつ いて,制 作年,寸 法,年 記その

他 の書 き込み,補 足説 明の順 に記 している。制作年を推

定す るに,彼 自身 に よって書 き込 まれ た 目付が手がか り



fig．3《 現実線 を切 る主智的表情》1931年

fig.1《 無 題 》1929年

fig．4《 花野原》1932年

fig.2《 美貌なる虚無》1930年 fig．5《 音のない昼の夢》1932年

fig.6《 そ こに在 る》1933年

fig.8《 文化は人間を妨害する》

1933年

fig.9『 女性讃』表紙1930年

fig．7《 深海 の情 景》1933年
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fig．12《 冬 》1931年

fig.10『 旗 魚』表紙1930年 fig.11《 ロボ ッ トも微 笑 む 》1931年

fig．14模 写

fig.13《 春 の ドライ ヴ》1933年 fig.15ス ケ ッチ ブ ックNo.1

(1912年9月 ～10月)よ り

fig.17ス ケ ッ チ ブ ッ クNo.6

(1913年8月 ～10月)よ り

fig.16ス ケ ッチ ブ ッ クNo.2

(1912年11月 ～12月)よ り

fig.18ス ケ ッチ ブ ッ クNo.8

(1914年4月 ～7月)よ り
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となるが,年 記 のない もので も,作 品の下描 きや書名 の

メモな どか ら推定可能な ものがかな りあ る。年記その他

の書 き込み の項には,年 代を明 らかにす る手がか りとな

る もの,彼 の心情吐露 として興味深 く思われ る箇所のみ

記 している。年記 とその他の書 き込み とは重複す るもの

もあるが,そ の場合で も分けて記 した。一体に彼のス ケ

ッチブックには,短 歌や詩,日 記 の形式を とった ものな

ど,文 字 の部分が多い よ うに思われ る。若い頃の ものほ

どそ の傾向が強いのは当然の ことであ ろ うか。友人の藤

田謙徳 の自殺前後の もの(No.9)や 翌年の長崎滞在中 の

もの(No.10)は,ほ とん どのペー ジが文字で埋め られて

いる。

な お,引 用文中,旧 漢字はすべて新字に改めた。

1．1912年9月 ～10月 fig.15

 18.8×12.5cm

 「神 楽 坂 大 正 元 年 九 月 十三 日夜 」「泉 丘 寺 に て 夕
                      ママ

 暮　 14th sept 1912」 「oct 29 1912」 「12th octber

 1912」 「三 十 日夜 の 印 象 カ グ ら坂　 oct 1912」 「1912
    ママ

 sept-meber 23th」 「水 道 端 に て 14th sept 1912」

 「二 十 四 日の 印 象 1912sept」 「赤 児 の泣 き声 夜
       

 31th octber 1912」 「神 楽 坂 に て Xと 逢 ふ た る時

 の 印 象 25th september 1912」 「夕 の騒 音 犬 の

 声 25th september」 「た ば この煙 1912 septem-

 ber 25th」

2.1912年11月 ～12月 fig.16

 11.0×18.4cm

 「Nobembre Sketch」 「大 正 元 年 十 一 月 二 十 五 日 昼

 食場 」「帰 り度 さ 日 窓 よ り 5日12月 元 年 」

 大正元年(1912),太 平 洋画会 の妙義旅行 に参加 した時 のも

  のであろ う。

3.1913年4月 ～5月

11.0×18.5cm

「SKETCH APRIL-13KOGA」 「… …四月 三 十 日」

「… …五 月 三 日」

「あ どけ な き事 と思 へ どかゝ る/日 は たゞ 何 と な く
く に

故郷 の/恋 しき。」

「灰色 の壁 よ りゴーホは脱け 出でて/我 耳 に来 て今

日もさゝや く。」

「近頃製作慾が馬鹿に起 る/描 い て見れば 些 と も 出

来ぬ/今 日も植物園で失敗だ/腹 が立 ってならない

/四 月三十 日」

「今 日も植物園で失敗だ/昨 日も月島で失敗だ/五

月三 日」

4.1913年6月

 11.0×18.5cm

 「June―23―1913 YOSHIO」

5.1913年8月

 10.8×18.0cm

 「高 良 山 お くの院 に て」「八 月・一 日 1913」 「… …――

 一 三―― 八 ・七 日」「八 月 八 日の 印象 」

6.1913年8月 ～10月 fig.17

 10.8×18.0cm

 「一 九 一 三 年 の 八 月 の 或 る 日だ った… … 」 「…… 九

 月 十 九 日夜 」「… …―― 十 月 廿 八 日 よる―― 」

 「凡 て が 孤 独 だ 。」
                       ウツ

 「白 き猫が ヒョロ ヒョロと庭 を 横 切/り ぬか くて空

 ろな今 日も暮／れた り。」

 「色 々の事をばみん なして見/た い人 の命 はた つ た

 五 十年。」

7.1913年11月 ～12月

 11.2×18.8cm

 「十一 月三 日の太陽が真赤に／ 大島の右岸 に 沈 む を
 み

 望 て…… 」「……十一 月七 日」「……十 一月五 日夜」「十

 二 月二十三 日 電 気館 にて」「……―― 二年十二月二

 十一 日―― 」「8-30th,8-31th」

 「浅黄 色の霞 の底に眠 り/た る都 よさらば い ざや 別
      ママ

 /れ ん/Scetch TABINO MAKI」

 「今 日描 きし絵 を見 る事 が苦 し/か りか くて 愈 乱 る

 ゝ 心 。」

 「もう一 月で大正二年 もお終 ひ/だ 。過 去 一 年 間 に

 した仕事/を 振 り返 って見 ると随分下/ら ない事ば

 か りである。/つ ま らない。 つ まらない。/斯 うし

 て一生が終 るのだ らう/か 」

 大正2年(1913)11月,古 賀は房州布良へのひとり旅に,こ

 のスケッチブックを携えて行ったようである。 「世を逃れ

 都を逃れ し弱き/児 は吸はれて行 くか真黒/き 海に」とい

  った若者特有の感傷と孤独感を詠んだ歌が多数記されてい

  る。

8.1914年4月 ～7月 fig.18

 13.9×18.3cm

 「三 年 四 月 一 日」「―― 四 月 十 一 日―― 」「三 年 七 月廿

 日」「―― 七 月 十 八 日朝―― 柳 河 に て」
             ママ

 「花が咲 く様 に描 き/草 が燃 える様 に描 け。」

 「わが こゝ ろ何を求む るこの心/暗 闇 のみ ち彷 徨 ひ

 て行 く。」

 「Life must be lived,/not thought about./Futu-

 rism.」

 「可成強 くなった と思 ってゐた僕 は傲慢/だ った。そ

 れは極 く弱 い男 の周 囲か ら強/ら れ た 自信?に 他
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ならなか った／ 自分 の見 くびってゐた奴 にまで散 々
マ マ

蹤／ 躙 された それ を知 ってか ら僕 は／ 自分 のなさ

けな さに泣いた。／ 自分 の内か らほん とうに強 くな

れ と要／ 求 して ゐる も うぢきだ。／ ぶ っ とか る物

の凡に打衝か る／それは―― か たい事 だ。」

「螢は 自分の行 く道は真暗だ／ けれ ども通 った 道 は

照 らされて／ ゐ る 自分の道 もそん な気がす る。」

大正3年(1914)7月,松 田諦晶と柳川へ出かけた際のスケ

ッチも含 まれる。

9.1914年9月 ～12月fig.19

10.8×18.3cm

「……―― 九 月六 日」「……―― 十二 日――九 月」「…

…―― 十五 日――九 月」「……十 月―― 八 日午前 」「…

…―― 十一月十九 日よる」「……十二 月九 日よる」「…

…十二月十 日よる」「……十二 月二十八 日よる」 他

「自分 の仕事が暖昧 になるのは／ 自分 に信 仰 が ない

か らだ信念／ が ないか らだ／勿 論 信 仰 も信 念 も さ

うした意／ 識的 のもの ぢゃないのだけれ ども／後 で

それは分 る事だ 邪念が／ あ ると現在 してゐる自分

の仕事 も／つひ不純な ものに なって終ふだ／ ら う

そ して意識的にな って ゐ／ る 自分には よ くこん な

事 があ る／忘我の境に入 る時最 も自分の／ 事を して

ゐ るのであ る事を知 っ／ てゐる(そ れ だけ駄 目だ

と思 ふ)／ 気の弱い 自分は知 って ゐ るか ら／不純に

なるのだ 何 に も知 らなか った らいゝ だ ら うと思ふ

／そ うした ら自分 に信仰 が出来 る／筈だ―― 九 月六

日」

「何か画 きた いと思へ ど／……何 に もか け ず／ 何 か

し度い と思へ ど／ ……何 にも出来ず／ ……何 に もか

け／ ず何に も出来 ない苦 しさに／猶 更したい と思 ふ

……(以 下略)… …―― 十二 日――九月」

「芸術は理論ではない 信仰であ る／恍 惚 であ る

無我境 よ り出 る創作／ であ るHow　 to… ではない／

芸術 に径程 はない それ 自身始／ であ り終 りであ る

／故 に我 々の生活は其れ 自身創作／ であれば径程 と

いふ ものはない／何 処を切 り放 して見て も其の部分

／が全部 であ らねばな らぬ／unity　 is　virnityで あ

らね ばな らぬ／―― 二十五 日よる」

見返し部分に「古賀よしを」の署名があるとともに,他 の部

分には「春江」の記載も見える。「Kちやん」という呼びかけ

で始まる長文は,大 正3年(1914)11月 初めに猫いらず自殺

をとげた藤田謙徳への思いを綴ったものである。

l0．1915年1月 ～3月

11．2×18.5cm

「一 九 一 四 力―― 五 は る え」「… …一 月 廿 七 日夕 」「二
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月四 日―― 」「……二 月五 日―― 」「……八 日夜十二

時」「……十一 日」「……十三 日」「……二十三 目よる」

「……―― 二 十八 日」「……四 日」「十三 日夕」「十五 日

朝」「……二十二 日よる」 他

「こんな生 活!／ こんなふや け た生 活!／ 何時 まで

続 くだ らう―― これで若 しこのまゝ／ になってゆ く

なら…… とても堪 え られぬ／俺 の肉体 と精神 の衷真

か らモ ッ トモ ッ ト／力強 いものが 泌み 出な くてはな

らない／ 精神的生活!／ 肉体的生活!／ そんな もの
マ マ

では とてもとても駄 目だ／ 精心 と肉体 とが渾然 と溶

け合 って一塊／ を なして自由にころげ廻 る所に始め

て／ 新真生活はあ る／十六 日よる」

大正4年(1915),長 崎滞在中のものである。 「こんな生活

!」で始まる文は,当 地で親しくなった女性に会いた く

とも会えない焦 りを綴 ったものであろ う。この直前には

「……(前文略)… …余り手湿るい もう事は焦眉の急だ／

新真生活に入るか ……それ とも因襲／の俘囚となって朽ち

るか／二つに一つだ」とも記されている。

11．1915年7月 ～12月fig.20

10.8×18.5cm

「大 正 四 年 七 月 廿 九 日よ り―― は る え」「一 九一 五

十 月 卅 一 日」「十 一 月 十 五 日」「十 二 月 七 日」

『みづゑ』143号(1917年1月)掲 載の 《濠のほ とり》のスケ ッ

チがあ る。

12.1917年　 fig.21

15．5×23.5cm

《檜 》(1917年)の ため の 習 作 が 含 まれ る。

13.1917年8月

15.5×23.8cm

「1917　 aug　 13な ぶ と」「…… 一 九 一 七 ・八 ・二 五 」

大正6年(1917)夏 の波太旅行 の際 のスケ ッチが大半 を占め

る。美術雑誌 の他,「 早文」,「三田文」,「新小説」などのメ

モがあ る。

14.1918年 頃

15.5×23.5cm

No.13と 同様,電 話機 の描写が あることか ら
,1917年 頃

の もの と推定で きる。

15．1918年 頃

10.3×18.0cm

制作年 は,書 き込 まれ た書名か らの推定である。 雑誌『智

慧』は大正7年(1918)4月 に創刊号が 出ているのみであ る。

そ の他「べー トベンと ミレー」,「タゴール の哲学 と文芸」,

「トル ス トイ十二講」な どの メモ も見 える。



fig.21ス ケ ッチ ブ ッ クNo.12(1917年)よ り

fig.19

ス ケ ッチ ブ ッ クNo.9

(1914年9月 ～12月)よ り

fig．22ス ケ ッチ ブ ックNo.16(1922年 頃)よ り

fig.20

ス ケ ッチ ブ ッ クNo.11

(1915年7月 ～12月)よ り

fig.23ス ケ ッチ ブ ックNo .17(1922年7月 ～8月)よ り
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fig．24ス ケ ッチ ブ ッ クNo.17(1922年7月 ～8月)よ り

fig.26ス ケ ッチ ブ ッ クNo .21(1925年 頃)よ り

fig．25ス ケ ッチ ブ ッ クNo．20(1923年)よ り

fig.28ス ケ ッチ ブ ッ クNo.22(1925年 ～1926年)よ り fig.27ス ケ ッチ ブ ッ クNo．21(1925年 頃)よ り

fig.29ス ケ ッチ ブ ッ クNo.25(1931年 頃)よ り fig.30ス ケ ッチ ブ ッ クNo.26(1933年)よ り
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16.1922年 頃fig.22

14．7×22.2cm

「おー この果 て しな い夢 想 の 自 覚 的 ／(又 は 無 自 覚

的)な 憧 憬 の 目標 よ。」

《埋葬》(1922年)の ため のスケ ッチと思 われ るもの,《 休息》

(1923年)の 習作が含 まれ る。

17.1922年7月 ～8月fig.23　 fig.24

13．8×20.7cm

大正11年(1922)夏,松 田諦晶 と出かけた筑前鐘崎海岸(福

岡県宗像郡玄海町)で のス ケッチ が 大 半 で あ る。《二階 よ

り》や《縁側の女》(いずれ も1922年 作)の ス ケッチを含む。

18.1922年8月 ～11月

13.5×17．7㎝

「8、28」「8、29」「8、30」「九 月 二 日」「9、2」「十 一 月 三 日」

「十 一 、 四 日」「五 日、 十 一 月 」「大 正 十 一年 十 一 月 五

日」「十 一 、 五 日」「十 一 、 十 一 、 十 一 」

大正11年(1922)夏 か ら翌年1月 頃にかけて の筑前芦屋海岸

(福 岡県遠 賀郡芦屋町)滞 在中の ものであろ う。 「肉眼に見

える星の研究」,「劇 と評論」,「仏蘭西文芸の話」など書名

のメモがあ る。

19．1923年 頃

15．0×22．0cm

『みづゑ』222号(1923年8月)掲 載の 《公園の松の木》のスケ

ッチ,《海辺風 景》(1926年 の二 科展出品作),「 海水浴」のス

ケ ッチが含 まれ る。

20.1923年　　 fig.25

15.0×22.0cm

福岡市街のス ケッチ,第2回 アクシ ョン展出品作《風景》の

ス ケッチな ど。 ピカソの模写(あ るいは ピカ ソ風の習作)。

「児童芸術叢書第二編」,「アナーキス ト列伝 」,「美の哲学

クロイテエ」,「社会革命史論」などの メモもある。

21.1925年 頃　 fig.26　 fig.27

18.0×27.0㎝

「形を確かに して/色 を種 々取 り/合 せ相等 の塗 レ厚

と/濃 淡を確強に区別す/寒 色に気をつけ よ ロー

シエ ンナ等で妨 ぐ/コ バル ト系を善用せ よ、筆解を

柔剛/混 ぜ織 り込むべ し 形象を抜 き出 させ」

行方不明の《肩掛けの女》(1925年)の習作,雑 誌『手帖』1-

5(1927年7月)掲 載の《素描》など。

22.1925年 ～1926年fig.28

14.0×20.5cm

『中央美術』11-8(1925年8月)掲 載の《花》,『中央美術』12-8

(1926年8月)掲 載の《スケ ッチ》,《赤 い風景》(1926年)の ス

ケッチが含 まれる。「昇」,「新 ロシヤ美術大観」,「動物詩

集　 アポ リネ イル　 堀 口大学」な どの メモ も見え る。

23.1927年

28．0×24.5cm

《収 穫 》(1927年)の 習 作 。

24．1928年 頃 ～1932年 頃

14．0×22.0cm

《山 ノ手風景》(1928年)の 部分 スケ ッチ,ク レー 《Feather

Plant》(1919年)の 鉛筆模写,《 孔雀》(1932年)の 習作 と思わ

れ るものな ど。書名の書 き込み も年代推定の手がか りとな

る。蔵 原惟 人著 『プロ レタ リアー トと文化 の問題』(鉄塔書

院)は,昭 和7年(1932)6月 の刊行 である。

25．1931年 頃fig.29

14.5×22.0cm

菊 池寛 『有憂華』の装 丁に関す るメモ,「 文芸評論 小林秀

雄」,「ソビエ ツ ト芸 術の全展望 茂森唯士」,「マル クス主

義芸術学研究 」,「観念形態論 三 木清」,「マ ックス ・ジャ

コブ詩 法 堀 口大学 訳」など書名 の メモ も見 える。

26．1933年　 fig.30

14．5×22．0cm

「一 つの定義(或 は命題以前)/古 典的な風景/提 言

は可/答 案 として一 応は可/夕 暮れに廻 る星/誕 生

/思 念の仮死時間の/す っか り何んで も持 って居 る

/暗 闇 に眼覚めてゐ る者/凡 ての ものを持 って ゐる

/挿 カ話の一 片/鳩 の歌/一 色の定理」

「一、深海 の風景/一 、サーカス一景/人 間主義は文

化 を妨害/す る/口 口口 口」

作品名のメモらしきものが記されている。《鳩の唄》,《抽

象》(いずれも1933年)のスケッチ,水 上・湯槽會でのスケッ

チも含まれる。

27.未 詳

10.5×18.0cm

好江夫人 の顔 のスケ ッチが含 まれ る。

28.未 詳

15.5×23.5cm

「ハ ウプ トマ ン傑作集」,「秋色足跡」,「黎明」,「 リラの花」,

「虐 げ られ し人 々」,「屈辱」,「散文詩 ツル ゲーネフ」な どの

メモがあ る。

29・ 未 詳

14.1×22.0㎝

30.1922年 頃?

11.5×18.3cm

「先端を十文字 に万 そ う膏 で くゝ る事/ゴ ム管 を短

か く切 って貰ふ事/濃 を よ く出して貰ふ事/先 生 に
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して もらふ事」

「一人だ―― 。／ わがため に自殺 した ものゝ 描 か れ

たパ ンの種 であ る。／ 僅かな金に□ を得たいばか り

に」

ピカソ,ロ ーランサンの模写。制作年は書名のメモを手が

か りとした。佐藤惣之助 『華やかな散歩』,萩原朔太郎 『新

しき欲情』などの書き込みがある。

Ⅲ  ノ ー ト

 全12冊 の うち6冊(No.2～No.7)は 雑誌 な どに発表 し

た文 の下書 きで埋 め られ ている。現在判 明 している もの

については,草 稿 として,題 名 と発表 され た雑誌名 な ど

をあげた。 ノー トには題名 の記入 はほ とん どないが,便

宜 的に発表時の題名を用 いた。不 明の ものについては,

その他 の項 にあげ,全 文 あるいは部分 的に転 写 した もの

もあ る。 未発表 の文 もあ るか もしれないが,お そ らくは

何 らかの雑誌 な どに発表 され ているにちが いない。なか

には古賀以外 の手 になる文章 も含まれてい よう。写 しで

ある ことを恐れず転写 した もの もある。各 記事 に関 して

補 足があれば※で示 した。

 引用文 中,旧 漢字 はすべ て新字に改めた。

1.1917年 頃

 〔書 き込 み 〕

 「古 賀 は るえ 」「庚 申　TAISHOROKUNEN ROKU-

 GATSUGO」

 宗教 大学 で学 んでいた頃の聴講 ノー トで あ ろ う。各宗要

  義,心 理学,浄 土宗 史,国 史 などの講義 メモが ある。「庚

  申」 とは大学の仲間たちで発刊を企てた雑誌の名前であ ろ

  うと推測で きる。その表紙の デザイ ンを古賀が担当 した も

  のか。同 じ大正6年(1917)頃 のス ケッチ ブック(No．12)に

  も「庚 申」とい う文字 と図案が描 き込 まれてい る。

2.1923年 頃

 〔草稿〕

 「仏蘭西現代美術展覧会を観 る」『みづゑ』219(1923年

  5月)

  聖母子像などのスケッチ多数。

3．1923年

  二科福岡展開催準備に関す るメモ。その他 スケ ッチ多数。

4.1923年 頃 ～1926年

 〔草 稿 〕

 「日暮 里駅 」『中央 美 術 』11-3(1925年3月)

 「丘 」『マ ロニ エ』2-3(1926年3月)

 「喜 ば し き船 出―― 『新 しき 時代 の精 神 に 送 る』の著

 者 ヘ―― 」『み づ ゑ』229(1924年3月)
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「春展寸感」『ア トリエ』2-4(1925年4月)

「美術家家勢調査」『中央美術』11-6(1925年6月)

「思 ひつ く事 など」『美之國』2-10(1926年10月)

〔そ の他〕

・創作。

 ※途中から好江夫人の筆跡に変わる。
・「摸倣芸術 と対象性 に就 いて」

・「美文大辞典」

 ※以上2文 は好江夫人の筆跡。
・自作《涅槃》寄贈感謝状 に対す る返事

。

5．1923年 ～1930年

 〔草稿〕

 「新東京 の美観 問題」『みづゑ』225(1923年11月)

 「銀 ブ ラ,浅 草観音」『中央美術』12-2(1926年2月)

 「造型第一 回作 品展覧会 を観 る」『みづゑ』255(1926年

 5月)

 「橋 本八 百二 氏 ・堀 田喜代 治氏洋 画展感」『中央美術』

 12-7(1926年7月)

 「春素描」『中央美術』12-8(1926年8月)

 「短 詩六つ―― 坂,花 園で,港,七 月,関 係,或 る

 夜更」『みづゑ』258(1926年8月)

 「野原」『古賀春江』(1934年 春鳥会)

 「造型第二回展感」『みづゑ』260(1926年10月)

 「日本水彩画会展覧会感」『中央美術』13-3(1927年3

 月)

 「至上主義者の弁」『アル ト』7(1928年11月)

 「鬼夜の話」『中央美術』15-2(1929年2月)

 「あんなに泣いてはいけない」『中央美術』15-1(1929

 年1月)

 「銀色 の審美学―― 海辺風景,少 年の願望,点 景」『み

 づゑ』289(1929年3月)

 「青空 に描 く素描」『中央美術』15-5(1929年5月)

 「円筒形 の画像―― 宇宙 の爪,古 き窓,晩 餐,直 線

 の如 きもの,点 景」『みづゑ』299(1929年10月)

  ※ノー トには「円錐形の画像」と記されている。

 「パ ン トマイム」『古賀春江』(1934年 春鳥会)

 「無題」 『古賀春江』(1934年 春鳥会)

 「精神 の とある一瞬 に見得 る もの或 は遠 景 の 拒 絶」

 「一人 の神話」「水 中の針」 いずれ も『古賀春江』(1934

 年 春鳥会)所 収

 「ぼんや りした話」『婦 人サ ロン』1-4(1929年12月)

 「とりとめ もな く」『文藝春秋』7-12(1929年12月)

 「空 間の整理 」「感傷」「アポ ロンの花 」 いず れ も『古

 賀春江』所収

 「道徳的な る一 つの門」「朦朧 とした眼鏡 」『セ レク ト』



1-4(1930年4月)

「腕力の讃」『香蘭』8-3(1930年3月)

「満開の花の咲いた列車」「花」「鳩の指」いずれ も『古

賀春江』所収

「超現実主義私感」『ア トリエ』7-1(1930年1月)

「弱気」『ア トリエ』7-1(1930年1月)

〔その他〕

・図画教育に関す るアンケー トへの答え
。

 ※「造型第一同作品展覧会を観る」草稿と「橋本・堀田洋画

  展観」草稿の間に記されている。大正15年(1926)頃 の

  ものか。「正確なる客観描写」を推奨している。

・「心経 中枢 彼女 は決 して蹣 跚 くことを しない」
,

 「彼 は磨 かれ た素脚 の隻脚 で立つ」で始 まる詩2篇 。

 ※「あんなに泣いてはいけない」草稿のす ぐあとにつづく。

  昭和4年(1929)頃 のものか。

・「我 々が普通現実 と称 んでゐる所／ の夢 の迷 信 か

 ら我 々は一時 も早 く／脱却 しなけれ ばな らない」,

 「自転車 は地上 を走 り飛行機 は／空 を飛ぶ」で始 ま

 る2文 。

 ※「無題」(詩)草稿のあとにつづ く。いずれも自身の絵画

  観を述べたものである。「……画は／画それ自身が 一

  つの自然である……(中略)……テーブルの上に建／っ

  てゐる家も自然である……」(後者から抜粋)とい う文

  章などは《素朴な月夜》(1929年)の解説文として読むこ

  とも可能であろう。

・「影 のない風景」と題 された詩。

 ※前2文 のあとにつづ く。

6.1930年 ～1932年

 〔草稿〕

 「奉讃展記」『ア トリエ』7-5(1930年5月)

 「黎明の脚」『古賀春江』(1934年 春鳥会)

 「現代絵画の動向に就いて」『クロツキ ー』6(1930年

 9月)

 「我国の新 しい絵画 と画壇 に就 いて」『婦 人サ ロン』2-

 10(1930年10月)

 「『窓外 の化粧』に就 て」『みづゑ』307(1930年9月)

 「極めて鮮 明なる文 明の縞―― 歓喜 と欲望の定規,

 游 泳す る腕 の眼鏡,爪 」『みづゑ』307(1930年9月)

 「一九三〇年 の印象 ・ABC」 『近代生活』2-12(1930年

 12月)

 「寸 言,不 平不満」『ア トリエ』7-12(1930年12月)

 「新興 リア リズムに就て」『ヒューザ ン』11(1932年2

 月)

 「広告風船」『週刊朝 日』19-17(1931年4月5日)

 「街 の天使」『週刊朝 日』19-21(1930年5月3日)

 第一書房刊『古賀春江画集』(1931年)解 題詩(全31篇)

「洋傘」『週 刊朝 日』20-15(1931年10月1日)

「或 日の 日記―― 月夜,素 描,季 節 の魅 惑」『みづゑ』

322(1931年12月)

「写実 と空想 或 は具象 と抽象」『ヒューザ ン』12(1932

年4月)

「製作」 『古賀春江』所収

 ※紙片に記されている。

「海の夏祭 り」『美之國』8-8(1932年8月)

「展覧会前景」『美術新論』7-9(1932年9月)

「顔」『美術新論』7-10(1932年10月)

「秋」『週刊朝 日』22-17(1932年10月)

「印象に残 る元旦」『週刊朝 日』23-2(1933年1月2日)

「早春随想」『文學時代』4-4(1932年4月)

〔その他〕

・詩の題名の メモ。「游泳す る腕 の 眼 鏡／ 昇 る魚／

 延 びゆ く曲線／ 移動す る円筒／ 熱情あ る定規／ 金

 □ の歓喜 と欲望／ 爪／ 祝福 さるゝ鶯／ 鮮明な る運

 動 の波濤―― 縞／ 極 め て一 般 的 な る文 明の天才

――縞」

 ※「『窓外の化粧』に就て」のあとにつづく。

・「我 々の現実 の中には空想 もあれば理 想 もあ り／

 夢 もあれ ば実行 もある それ等 をたゞ／ 忠実に描

 写す る といふ ことに何 の意／ 義 もあ るものではな

 い／ 芸術は それ等 を統一 し方 向づ け芸／ 術価値 を

構成す るにある／普通 に所謂 の技術 として見 て も

 写／ 実 といふ ことは現実 の客観的表現 を／ 目的 と

 す るといはれ てゐるけれ ども／厳密 に解釈す れば

至 って困難 な／ ことで我 々の視覚 と／いはれ る も

 のが どの程度 まで客観的真／ 実 を捉へ得 るか とい

 ふ ことさへ問題／ とな る……(中 略)… …凡 ての存

 在が変 ってゆ く／ものをあ る一定 の固定的画／ 面

 に写す といふ ことその ことが既に不可能／ では な

 いか」

 ※「新興 リアリズムに就て」草稿のすぐあとに記されてい

  るもの。あるいはそのつづきか。

・「リア リズムの芸術 とは何 か」で始 まる画論。

 ※「広告風船」のあとに記されている。

・昭和3年(1928)の 長崎 滞在 中の こと(随筆)
。

 ※「街の天使」のあとにつづ く。昭和6年(1931)頃 のもの

  か。《生花》制作時の思い出も記されている。

・間所一郎作 品頒布会推薦文。

・機械 と美術 との関係 について。

 ※紙片に好江夫人の筆跡で記されている。

・作品題名 の メモ。「現実線 を切 る主 智 的 表 情／ 燦

め く生理／ 浮 き上 る鋭角／ 時 間的事 象 の弁 明(包

 まれた る懐疑)／ 霧 のかゝ つ た機械的 因果律(物 理
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 ・化学)／ の表情／ 仮設 の現実線 を越 え る馬／ 人形

 の夢 と科学 の一系 列／掩 はれた る時間の弁明を／

 粉砕す るもの／勤勉 なる―― 時間の直線―― 眼

 『秩序(歴 史)あ る時 間の直線』／記憶 は翳げ る／感

 傷 の生理 に就 いて／叡 知―― 情 熱の現実線を越え

 る馬／ 側面 の線を整理せ よ／感 覚を透視す る／ 秩

 序の一経程 に就 いて(或 は／一 つの方法論 として)

 ／ 朧 ろな夢 の生理 に就 いて」

・「広い窓縁に腰かけ て娘 は時計 ネヂを 捲 い／ てゐ

 る」とい う語句で始 まる詩。

・荒井一郎作品頒布会推薦文。

 ※以上3篇 が「洋傘」のあとにつづ く。

・自作解説(《朧ろな る時間 の直線》につい て?)「 我

 々の時間的な現実の認識を ・その素材／ を客観の

 形 象を借 りて表 した もので／ 朧げな一つの観念形

 態 を成す／ ポエジーであ ると思／ ひ ます それを

 即物的 な技法 を借 りて／表 した心 算です／ 裸体の

 女は この場合／ 海 の魚族 と一緒 に個 々の物 それ 自

 身 として／ は此場合有機的 に溶け合／ ったのか ら

 合ふ ことは な く各個 は／各 々独 立 した存在 です

 或 る一つ／ の時間 の概念的(線 の)記録 と云 へませ

 う」

・衣装図案について(自 作図案解説)。

 ※以上2篇 は「季節の魅惑」のあとにつづ く。

・奥 田 とし子作品頒布会推薦文。

・「六 月にな ると凡ての人の感覚が 鋭 く清 澄／ な透

明体 にな り世 界の果 まで も感得／ されて溌刺 とし

た精神が躍動／ す る」とい う語 句で始 まる随筆。

・「美 人 といふ定義 が主観 的に／ 決定 され る もの だ

 とす るな ら 私 は未 だ／美 人 といふ人に遇 った記

憶があ りませ ん」とい う語 句で始ま る美人論 。

 ※以上の3つ の文は「写実 と空想」草稿のあとにつづ く。

・自作解説(《孔雀》につ いて)。 「この画は普通所 謂

花 鳥図 とも云ふ／ 可 きもので別 に意味 のある もの

ではあ／ りません 古来 よ り美 しい とされ て来／

た孔 雀 と花 との視覚的な／ 美 しさを描いた までの

ものです／ 少 し写実的に細密に描 きたか った／ の

でそのために少 しばか り苦労 しました／ 方 々に孔

雀を見 て歩 きま した／ が差 し当 り日比谷公園のが

この時／ 一番美 しく羽を開 くのでそれを／ 主に し

て毎 日日比谷 に通 ひ ました……(以 下略)… …」

 ※「展覧会前景」草稿と「顔」草稿の間に記されている。
・「私は 日常 の殆 ど全時 間が考 へる ことに費 さ れ て

ゐる 人 が聞いた ら馬鹿 馬鹿 しい といふだ らう／

や うな ことばか り考へ てゐる しか しこれ は仕方

が／ ない 何 にも具体的 に表現 され ないので よそ
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  ／ か ら見た らのん きな風に見 えるが当然 と思ふ／

  庭先の大 きな銀杏の木の風貌 天候 との関係／ 朝

  と夕暮 とに於け るその木の表情 雀 と／屋根の瓦

   犬達の生活 と新聞の文芸欄／ いろいろな広告 の

  記事 大工 さんの カンナ と／金槌の音 向ふ家 の

  少力女君の金切声／ これ等がみんなあ る もの が あ

  ってそれが一つに／ つなが ってゐ るのである そ

  れを よく理解 しや う／と考へ る 空間 とは時間 の

  堕落 した もので／ あ るといふ ベル グソン カン

   トの純 粋認識 と／マル クスの唯物 弁証法 湯殿で

  パチャパチャ／ 言は してゐ る女 中さん 沙漠の月

  !／ このある ものゝ つなが り それを よ く知 る事

  ／ これ と私 とのつ なが り／私 の 日常生活はそれ等

  の抽象 と具像 との感／ 覚的認識を土台 として一 つ

  の観念形態 と／しての構成をす ることです／ こう

  いふ ことにな って来 ると私 の芸術／ 論を持 ち出さ

  ねばな らないがそれは とても大変／ だか らこゝで

  は出来ない／ 翫味せ よ(翫 味な る言葉 を)／ 究 め

  よ」

  ・作品題名の メモ。「認 識 の 試練 答 はゼ ロ／答弁

  は一応諾／ 朗 らかな署名／微 笑す る風景／ 出題は

  一応 諾／花 と昆虫 悪の 日誌」

  ※「印象に残る元旦」草稿 と「早春随想」草稿の間には以上

   の随筆とメモ以外にもいくつかの文が記されている。

7・1933年

 〔草稿〕

 「病床にて」『古賀春江』(1934年 春鳥会)

 「動物園の 白熊」『みづゑ』343(1933年9月)

 「《サ ーカスの景》解説」『みづゑ』343(1933年9月)

 「早春随想」『文學時代』4-4(1932年4月)

  ※別紙に記入

 〔その他〕

 ・「転形期の思想」と題 された芸術論。「現 代 は芸 術

  の衰褪時代だ 凡ての芸術が古代 よ り／時代を追

  ふ て／平 凡に時代時代に受け次げ されて其時代時

  代 の／花 として続 いて行 った………超現実主義 も

  今 日最早 それ 自／身活 動を尽 して次カ時 の生 産 の

  力を失滅 し／た 昨 日までの芸術 の美 は最早今 日

  の美 では／ な く芸術 ではな くなった … ……芸術 一

  盤／ が新 しい／生れ来 る世界 にその先端 に立 って

  如何な る／方向 と方法を持 って行 くか―― それが

  目下急／ 務の 目題(使 命)で あ る／殊に絵画に於て

  その二問題は大 きい／ 今 日の 芸 術 と計カされてゐ

  る絵 画は／ 昨 日までの使命を持 ってゐた もので ・

  今 日以後の役 目を果す ものではない／ 現実にある

  芸 術それは夢のや うな儚かない美／ しか持 たない



    昨 日の夢 しか過 ぎない存 在である／芸術 はその   マ マ

   在存としては本質的に社会変化の／歴史の／反映

   に相違はない その現実存在として自然現／実の

   物質には単なる美しいものゝ物質的形カ式的視／

   覚的在存に過ぎないが故にそれは感情的感覚／的

   であり従来の自然芸術にある／真の芸術は文化的

   反映はカ／認識的の観念的構成であり／だから真

   の作品は理知主義であり主情主義で／はない／色

   彩形態線は数学的素材的科学的――具体的数学的

   であり／表現は記号的になるべきである／その素

   材の構成に就いて感覚的より観念的に。」

  ・「我々は微力な□□だ／これからその全力を以て

   古いゆるゆる脚した／自我主義を全て蹴鞠カして

   今まで／あった凡ての芸術精神を一蹴して新しい

   世界／の文化／の尖端に立って―口の力を尽さう

   と思ふ／若い芽立の生々とした同志達よ集れ。」

  ・「芸術文化の前衛として／此の新しい時代に対し

   て其勤行を(芸術界と一盤社会)明示しその意義／

   を意味あらしめるやうと決意し四人が同盟し／て

   立つた 諸賢の御示教と御賛成を／願ひます」

  ・「芸術文化の尖端的前衛在在として／自然的芸術

   論より観念的芸術論とその現実／的在在のために

   方法論を究明するもの／病弊、感覚的創作の実践
                   ママ

   的否定より観念的創作／の実践的肯へ 芸術的存
                  ママ

   在 の現在 は／滅亡 してもそ の本質在在は滅亡 しな

   い／没 落 した とハ言ハないが今我 々に は 今迄カの
     ママ

   超現主義／ よ り脱カけ出し一歩 前 進 す る／今 日ま

   での超現実主義 の功積は非常に顕著 もの／ であ っ

   たが／今や新 しい純粋 な ものが生証が必要だ／ 必

   然的人本主義 整算 され」

   ※「転形期の思想」以下一連のメモは,昭 和8年(1933),

    東郷青児,阿 部金剛,峯 岸義一とアヴァンガル ド研究

    所創設を企図した際のものであろう。

  ・渡辺修三,北 園克衛な どの詩 の写 しその他。

8.未 詳

  「養治兄」という呼びかけで始まる手紙文。

9.未 詳

  平戸廉吉「ローランサンのお伽噺の芸術」,木村荘八 「近代

  絵画の道」,佐藤惣之助「草虫寸詞」その他の写 しよりなる。

10.未 詳

  夢二画集を筆墨で模写 したものが大半。

11． 住所録

その他不 明の もの1冊
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研究報告2

岸田劉生《南瓜を持てる女》とその画面の縮少

に関する一考察

中田裕子

 ブ リヂス トン美術 館所蔵 の 《南瓜 を持 てる女》(1914年

7月7日 描上 ・ゲ1))は,《 黒 き土の上に立て る女》(fig.1),

100号 の大作《水 浴す る三 人の子供》(同年9、月制作2),焼

失),《 画家 の妻》等 とともに,1914年10月 銀座 ・田中屋 で

開催 され た「岸 田劉生氏作 品第1回 展覧会」に出品 された

作 品である。

 石井柏亭 は,こ の田中屋 の個展 開催 を機 に岸 田の芸 術

に対す る所感 を述べ て見 る気 にな った として,下 記の よ

うに批評 してい る(「岸 田木村両 氏の作 品」『卓上』1914年12

月)。「日本人としては其異様 なポーズに於 て故 更に乳 を露

は した,籠 若 しくは南瓜 を もって土 の上 に立 った女 には

私は 同感す るこ とが 出来 ない3)」と。ここに述べ られてい

る「籠若 し くは南瓜」とは,《黒 き土 の上 に立 てる女》と《南

瓜を持て る女》を差す のであろ う。そ して,「籠若 しくは

南瓜」とい う後先は重要 なこ とであろ うと思われ る。

 《黒 き土の上に立て る女》には,一 重 のよ うな粗衣 を纒

い,右 手で籠を把 えた女が描かれ てい る。 一方,《 南瓜

を持 て る女》には,厚 手の よ うに思 える粗衣(着 物)を 纒

い,骨 太い足で しっか りと大地を踏締め てい る,そ して,

右手 で南瓜を把え,意 味あ りげに左横に延ば した指先 で

宙 を掴 も うとしてい るかに見 える女が描かれてい る。

 岸 田は,1913年7月 に学習院漢学教授小林良四郎の三

女,秦 と結 婚,翌1914年4月 に長女麗子を設けてい る。

《黒 き土 の上 に立て る女》《南瓜を持て る女》は出産後の秦

をモデルに得て制作 された。 この作品の制作については,

結婚 し,一 女 の父親 とな った岸田の環境の変化が大 きな

影響 を及 ぼ しているに違 いない。すなわち,夏 に種を蒔

き(女 の腹部が大 きい ように思え る),秋 にそ の 収 穫 物

――南瓜 を手 に し,そ れ 故にか胸を露に した女が描かれ

てい るのではないか。 この作品は,生 命あ るものを生み,

己が豊か な胸 でその生命 ある ものを育 む,あ るいは育ん

だ力強 い母 なるものを主 題 とした,宗 教的な色彩の濃い

作品 ではなか ろ うか(fig.2)。 同年9月19日,岸 田は《水

浴す る三人 の子供》 の制作 中の雑感 を下記 の ように述べ

てい る。「こういふ方 面に対 する 自分の将 来に 或 る 自信

を前 よ りは っき りさす事が 出来 た4)」と。 さらに,「自分

の經験 した内心の感 じを,人 間 の顔や 肉體 によって抽象
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し,中 央に深 き,そ うして,強 き,善 美 を欲す る人類の

意志を,描 く。 同じ く,偉 大 な人間 によって,抽 象す

る5)」とも,岸 田は述べ てい る。 当時,そ こには岸 田の

宗教的な象徴的意図が確かにあ った と言 えるのではなか

ろ うか。

 若い頃の岸田は父吟香の影響,ま た,早 くにその父 と

死 別 した こと等に よ り,田 村直臣の数寄屋橋教会に通 う。

1906年 岸田は洗礼を受け,そ の 日曜学校の教師にな った。

田村 の長男朋良は,「 あの人が描いたキ リス トやマ リア

像 が巧か った こととい った ら」と述べてい る6)が,こ れ

は,岸 田が画家を志す以前の ことであ る。牧師を志 した

こともあ る岸田に とって,敬 虔な基督教徒 としての信仰

の道が,画 家を志す ことに よって,宗 教的な理想像 を具

現す る芸術,す なわち真な る美を二次元空間に創造す る

とい う思いに転化 してい ったのであ ろ う。「自分 の作 品

には まだ何 と云 って も現世の悪や醜を支配 し切 る力はな

い。永遠 に描いて,永 遠に人 々の心 に生 き得 る光 と愛が

ない。それは 自分の作品に滲で居 る美がまだ如何 に も力

弱 く小 さい ものだか らだ7)」と,岸 田は 《南瓜 を持 て る

女》を描いた2ケ 月後に述べてい る。《南瓜を持 てる女》

には,西 洋におけ る「聖母マ リアの図像」の影響が少 なか

らず あるのではなかろ うか。

 1917年 川幡正 光が,岸 田の鵠沼の家で 《南瓜を持て る

女》を見 ている。その時の ことを,「欄干 に會 て田中屋,

流逸荘等 の個展 で観 た絵 が懸 け列べ てあ っ た。『画家の

妻』とい う南瓜を持 って立 ってい る夫人等 もあった」と回

想 している8)。

 しか るに,1919年4月 京橋 ・日本電報通信社で開 催 さ

れ た 「白樺10周 年 記念主催 岸田劉生作 品個人展覧会」に

《水浴す る三人 の子供》は出品され た が,《 黒 き土の上に

立 てる女》《南瓜 を持 てる女》等 の作 品は出品されな か っ

た。『白樺』(1919年4月)に その理 由を,岸 田は下記の よ

うに述べ ている。「物 の見方が,ク ラシ ックの感化 を う

け過 ぎて ゐて前 の時分 にいろいろ発見 し獲得 したいい処

の ものがかへ り見 られ てゐず,従 って,自 然の追求 とし

て,又 本当の リア リズム として物足 りな く,さ りとて,

そ こに生 きた,本 当の芸術的独立的 な想像 の美があ るの

ではな く,只 クラシックに よって教へ られた,或 る感 じ

を主に して製作 してあ る」(「自分 で踏んで来た道9)」)と。

翌1920年 に上梓 された 『劉生畫集及芸術観』に,岸 田 は

《南瓜を持て る女》等の画家の妻群を,そ し て,《 水浴す

る三 人の子供》も図版 として掲載 しなか った。

 先 に引用 した柏亭の批評の中で,柏 亭は,岸 田の資質

を鋭 く見抜 いてい る。柏亭は 田中屋で 《黒 き土の上に立

てる女》《南瓜を持て る女》《水浴す る三人の子供》を観た。

そ して,ま た下記の ように批評 して い る。「氏の性質は



fig.1《 黒 き土 の上に立て る女》(行方不明) fig.2《 南瓜を持て る女》修理前X線 写真

   この写真 を見 ると,初 めはず いぶ ん

   だ らしな く描かれて いる。上衣が下

   の方 まではだけてい る。

fig.3《 南瓜を持て る女》修理 中 裏打後(耳 を

   伸ば した状態)

fig．4《南瓜 を持 てる女》修理前 左か らの側光

   左右辺の縦 の線 は この画集の図版 に も見 られ る。創形 美

   術学 校の渡辺氏 によれば,こ れ は旧木枠 のあた りである

   との こと。

fig．5《南瓜 を持 てる女》修理 後 裏面赤外線 写真
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之等 の理 想畫的 方面へ向ふであ ら う。私の性質 としては

氏が 引續 いて寫實的 な『冬 の畑』を畫 くことを希望す る。
                  スタイル
(中略)復 興期伊太利 諸家の グ ラ ン ドな様式 の要 求,リ

ューベ ンスの肉づけ と日本 のモチー ヴの混錯 は今 の處 ど

うもまだま とまった一個 の美 を成 さ な い や うに思 はれ

る10)。」(傍点 引用者)

 以後,岸 田は象徴的構想画を制作 してい ない。岸 田の

い うリア リズ ムとは,自 然界の瞬時 の姿を キャ ンバ スと

い う二次元の世界の枠に留め るとい うものではな く,自

我を含めた 自然の意志,す なわ ち,自 然の内に密む確 く

た るその真な る姿を,三 次元空間の ミメイ シスの世界の

中に再現す ることなのであろ う。やは り,岸 田の宗教体

験ぬ きには語れない ものであろ う。田中屋 の個 展あ るい

はそれ以前か ら,「ナザ レか ら,何 の善 き者出でんや11)」

とい う思いを,向 上心 を変る ことな く,岸 田は内に秘 め

ていた と思われ る。つ ま り,洋 画の本場 である彼の地 に,

影 響を与 える ような画家にな りたい とい う。

 さて,《 南瓜 を持 てる女》が展覧会 に出品 され,再 び公

衆 の面前 に姿 を見せ たのは,岸 田の没後1930年 に朝 日新

聞社画廊 で開催 された「岸 田劉生遺作展覧会」であった。

所蔵は岸 田家。

 では,1919年 の個展に 出品 されず,ま た,『 画集』に も

収録 されなか った《南瓜を持て る女》を,岸 田家 では どの

よ うに していたのか。 この作品を岸 田が どの よ うに扱 っ

ていたのかを想像で き うる回想を,棟 方寅雄が してい る。

岸田の鵠沼の家で《水浴す る三人の子供》を偶然見た時の

ことであ る。「劉生には『水浴す る三人の子供』とい う絵

があ って,あ る日何かの拍子で この絵が縁側の隅か ら持

ち出 されていたのを見た ことがあ る。(中略)画 集には省

かれてい る。劉生は この絵が気に入 らないで片づけてあ

るのだ12)」と。 とすれば,《 南瓜を持 て る女》も同 じ よ う

に岸 田が亡 くな るまで片づけ られてあ った筈であ る。

 《南瓜を持 て る女》は,そ の縦 長の画面左右辺約14㎜ の

縮 少がなされていた。本年度 の修復 において木枠 サイズ

を元に復 し,額 を変更 した(「修復 記録 」参照)。

 もし,《南瓜 を持 てる女》の縦長 の画面左右辺約14㎜ の

縮少(fig.3)が 岸 田の意志 によってなされた もので あ る

ならば,そ の時期 は この絵 の完成間 もない頃 であろ う。

 事実,1941年 にア トリエ社 よ り刊行 された 土 方 定 一

『岸 田劉生』に,《南瓜 を持 てる女》は図版掲載 されてい る

が,そ の図版の画面は縮少 されていない(fig.4)。 そ し

て,所 蔵は森村家にな ってい る。

 ところで,1956年 鹿児島市立美術館で開催 さ れ た「森

村 ・松方 コ レクシ ョン岸田劉生辰」に《南瓜を持 て る女》も

出品 されてい る。 この絵が写 ってい る展覧会会場 の記録

写真を見 ると,不 鮮明ではあ るがすでに画面の縮 少がな
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され ている ように思われ る。

 つ ま り,《南瓜 を持 てる女》の縦長 の画面左右辺約14㎜

の縮少は,1941年 以降1967年 までのある時期 に第三者の

手 に より処 置 された もの と思 われ る。

 鹿 児島市立美術館 よ り「森村 ・松方 コレクション岸 田劉生展」
の会場の記録写真 を送付そ して見せていただ きました。記 して

御礼 申上げ ます。
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美術館案内 Guide　 to　the　 Museums

ブ リヂ ス トン美 術 館

場所　　　東京都 中央 区京橋1-10-1(〒104)

　　　 　　TEL.(03)563-0241

開館時間　 午前10時 ～午後5時30分

休館　　　毎月曜 日　 年末年 始(12月28日 ～1月4日)

入場料　　個人:

　　　 　 一般¥500大 ・高生¥400　 中・小生¥200

　　　 　　団体(15名 以上):

　　　 　　一般¥400　 大・高生¥300　 中・小生¥150

　　　 　　なお,特 別展 の場合 は変更す ることが ある。

Bridgestone　 Museum　 of　Art

Address　 　　　　10-1,　Kyobashi　 1-chome,　 Chuo-ku
,

　　　　　　　　　　　　 Tokyo　 104,　Japan

　　　　　　　　　　　　 Phone:(03)563-0241
Museum　 Hours　 Open　 daily　 from　 10.00　a.m.

　　　　　　　　　　　　 to　5.30　p.m.　 except　 Monday

　　　　　　　　　　　　 Closed　 from　 December　 28　to

　　　　　　　　　　　　 January　 4
Admission　 　　 Adults　 ¥500

　　　　　　　　　　　　 Students　 ¥400

　　　　　　　　　　　　 Childrell　 under　 15　 ¥200

石橋美術館

場所　　　福 岡県久留米市野 中町1015

　　　 　 石橋文化 センター内(〒830)

　　　 　 TEL.(0942)39-1131

開館時間　午前10時 ～午後5時

休館　　　毎月曜 日　 年末年始(12月28日 ～1月4日)

入場料　　個人:

　　　 　 一般¥300大 ・高生¥200　 中 ・小生¥150

　　　 　　団体(20名 以上):

　　　 　 一般¥250大 ・高生¥150　 中 ・小生¥80

　　　 　　なお,特 別展 の場合は変更す ることがあ る。

Ishibashi　 Museum　 of　Art

Address　 　　 　 1015,　Nonaka-cho,　 Kurume
,

　　　　　　　　　　　　 Fukuoka-ken　 830,　Japan

　　　　　　　　　　　　 Phone:(0942)39-1131
Museum　 Hours　 Open　 daily　 from　 10.00a.m.

　　　　　　　　　　　　 to　5.00　p.m.　 except　 Monday

　　　　　　　　　　　　 Closed　 from　 December　 28　to

　　　　　　　　　　　　 January　 4

Admission　 　　 Adults　 ¥300

　　　　　　　　　　　　 Students　 ¥200

　　　　　　　　　　　　 Children　 under　 15　 ¥150
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